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Malaysiansocietyisatypicalpluralsociety
ofseveralethnicgroups,ofwhichtheChinese
constitutethesecondlargest.Thesocietyisan
aggregation ofethnically homogeneous com-
munities.Chinesecommunitiesinruralareaare

oftwotypes:newvillagesandnonnewvillages.
Thenewvillageswereorgani2;edundergovern-
mentalcontrolin the1950sand haveurban

characteristics. The nonnew villages which
predate them were fbmed around Chinese
religiousbuildings(miao)andprimaryschools.
TheTeochiufishingvillagewhere1livedfor

aboutoneyearand丘vemonthsfrom October
1980isofthenonnew type.In thisvillage
communitycanbefoundsociotopologlCalspaces
consisting of activities and relationships of
villagersdeteminedbysituationsinparticular
physicalspacesinthevillage.Iwilldemonstrate
thattherearetwosortsofchangesin these
sociotopologlCalspaces.Oneinvolvesthefun-
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damentalrhythmswhichareobservedcyclically
intheyear,themonthandtheday.Theother
ismadeupofnoncyclicalchanges,namely,rites
ofpassage,abnomalsituationsandinteⅣention
byoutsidersinthevillage.
Withrespecttofundamentalrhythms,three

sociotopologlCalsubspacesareimportant.These
arethespacesoffiShingactivitiesformedby
adultmen,theChinesereligiousspacefamed
bywomen,and theChineseprlmary SCI1001,
wherechildrenlearnabouttheoutsideworld.

Oftheritesofpassage,thefuneralriteismost
important.Thevillageasawholetransforms
intoanabnomalstateduringthisrite.Abnor一
malsituationssuchasshortageofwaterand
負retendtomakethevillageacorporatebody.
Whenoutsiders,forexample,Teochiuoutsiders,
non-TeochiuChinese,MalaysandIndianscome
tothevillage,thevillagereactsasifithas
biologlCalimmunity.Outsidersareconsidered
asantigens,andvillagerswhohavewidenet-
worksoutsidethevillageandrichexperiences
withsuchoutsidersactasantibodies.Bythese
villagers'efforts,theinfluencesofoutsidersin
thevillageareminimized.
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は じ め に

筆者は1980年10月12日から1982年 2月 7日

まで,途中数日から10日前後の不在期間1)香

除いて,マレーシア,セランゴール (Selan-

gor)州北西部の潮州人漁村S村2) に継続 し

て住みこんだ｡このおよそ 1年 5カ月の間,

筆者は参与観察者として村の社会生活に参加

した｡そこで筆者が感 じたものは,このS村

をとり巻 く目にみえない社会空間の境界と,

村の社会空間に時間的位相変化をもたらす村

に固有の リズムやテンポ,そしてメロディー

である｡

社会の構成要素は個々人である｡ しかし,

社会空間は決して個々人のみからなるもので

はない｡む しろ社会空間とは,個々人によっ

て意味づけられた個々の識別可能な物理空間

と個々人とが織 りなす,人と物理空間の結合

体である｡この社会空間の要素である個々人

と個々の物理空間との関係は多様であり,決

して一意的ではない｡この要素間の関係を決

定づけるものこそは,個別の位相を与える状

況変数である｡ この状況変数は時間であるこ

とも多いが,また村の社会空間に対 して外在

する個々人であったり,あるいは予見不可能

な自然現象や村人たちの行為そのものである

こともある｡ 同一の要素から複数の社会位相

空間が形成される｡ 社会空間 (以下,特に断

らないかぎり,社会位相空間と同義の語とし

て使う)にとって本質的なことは,認識され

1)不在期間は1980.10/29-10/30(10/29に村を出
て10/30に村に帰ってきたことを表わす),12/9
-12/10,1981.1/2ト1/25,3/30-4/2,6/24-6/
27,7/3-7/5,8/19-8/30,12/14-12/16,1982.
1/16-1/17,1/23-1/24,1/26-1/28,以上31泊
42日間である｡村人たちとともに村外での村人
の葬式-の参列,村人の漁船に乗って出漁して
村を離れた場合は,この中に含まれない｡

2)S村についての概略は川崎 [1984]参照｡

るその実体が観察者に依存するという,その

性格である｡本稿で叙述 ･分析される村の社

会位相空間とは,村の部外者であり村人たち

とは著 しく異なる文化的背景をもつ筆者によ

る観察に基づ く実体にはかならない｡

近代国家マレーシアにおいて は当然なが

ら,国家全土において共有 され る時 の流れ

が,標準時 (日本よりも1時間遅れ)によっ

て定められ,それは発達 したマス ･メディア

により全国津々浦々にまで伝播され る.3)国

家規模での暦の標準になっているのはグレゴ

リオ太陽暦であり,一見 したところ近代的で

画一的な時の リズムが打たれているようにみ

える｡ しかしながら,マレーシア国土のある

部分的な社会空間に注目すると,その小地域

には固有の時の流れや社会生活の リズムが現

れる｡ 村落コミュニティに現れるこの時間的

変化は,年中行事や通過儀礼 において と同

樵,経済活動や社会生活の中にもある｡本稿

は,村空間のもっている固有の リズム ･テン

ポ ･メロディーが,村の社会位相空間の位相

変化として,どのように現れているかを記述

し,分析するものである｡

Ⅰ マレーシア社会における村空間の

位置づけ

マレーシア社会の複合性は,複数民族の共

存と地理的および社会 ･経済的なさまざまな

レベルにおける不均質な民族分布 にある｡4)

マレーシア半島西海岸の農村部に位置するS

村は,マレーシア社会全休の中で次のような

部分空間におかれている｡マレーシア社会は

マレー人,中国人,インド人,原住民などの

3)従来,半島部とサバ･サラワク地域では棲準時
間が1時間はど違っていたが,1982年 1月1日
以降サバ･サラワク時間に統一され,シンガポ
ールも同時にこれにならった｡

4)川崎 [1985C]参照｡
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民族集団により構成される｡ 半島部において

は原住民の占める割合はわずかであり,基本

的に他の3民族が主な構成員となっている｡

半島部東海岸北部の トレンガヌ(Trenganu),

クランタン (Kelantan)両州ではマレー人の

比率が圧倒的に多く,西海岸では中国人,イ

ンド人の比率が比較的に高い｡半島部西海岸

地域においては海峡植民地以外にもクアラル

ンプール (KualaLumpur),イポー (Ipoh),

セレンバン (Seremban)などの都市が発達

した｡これらは皆スズ鉱山の隆盛によって発

達 した都市であるが,こうした都市部には流

入 した中国人やインド人が商業者化 して民族

ごとに独特の街区をつくりあげていった｡一

方,農村部ではマレー人が稲作を主とする農

村村落を形成 しており,マレー的な伝統を保

持 しているとともに,広大なェステー トが主

に西欧資本によってつくられ,そこには多く

のインド人労働者が働き,コミュニティを形

成 していた｡また,海岸部では比較的古 くか

ら中国人たちが漁業を営み続けていた｡つま

り半島部西海岸の農村部は基本的にマレー人

の農村地帯ではあるが,多くの中国人,イン

ド人たちの住む都市や町を控え,マレー人コ

ミュニティの周辺に中国人,インド人コミュ

ニティが点在するというモザイク状の社会空

間をつくり出している｡

i)新村の社会空間

中国人の民族的な凝集力はさまざまな形で

現れる｡ 中国人という民族集団の下位集団は

方言集団である｡この方言集団ごとの分布は

各州,各願において偏りが大きく,さまざま

な方言集団が雑居 している都市や町において

は,その地域の共通の言語として北京語,広

東語あるいは福建語などが使 われて いるoS)

方言集団を基礎とした同郷組織である｢会館｣

や同姓の者からなるクラン･アソシエーショ

ンは,都市部において重要な意味をもつ｡し
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かし,農村部においては,これらの紡織より

もむ しろ地縁集田としてのコミュニティの方

がより大きな社会的意味をもつことが多い｡

特に,それが排他的でかつ同質的である場合

には極めて大きな意味をもつ｡都市近郊や農

村部にみられるこうした中国人コミュニティ

は,ふたつに大別することができる｡ ひとつ

は ｢新村｣であり,他のひとつは ｢新村｣以

外の村落コミュニティである｡

新村は1950年代当時の治安状況の悪化に対

応 して政策的に再編成されたコミュニティで

あり,マレーシア全土で数百という単位でつ

くられ,その分布は東西マレーシアの極めて

広い地域にまたがっている｡ 居住者は必ず し

も中国人ばかりではなかったが,大部分を中

国人が占めていた｡しかし,設立当初から今

日に至るまでの間には多くの変化を受けてい

る.6)このような新村の中には社会秩序 の恢

復とともに住,民が流出して自然消滅したもの

もあったが,今日まで続いて いる ものが多

い｡

新村の社会空間は極めて特殊である｡ その

理由は成立過程にある｡新村 は内 (中心 ･

核)から外-と発展 したものではなく,外か

ら内に無理やりに押 しこめられたものだから

である｡この外から内に向かう強い力は,例

えば新村をとり囲むような有刺鉄線の存在に

より物理的に表現されて,いまなお一部に残

されている｡また新村の入口に掲げられるこ

とのある大きな門は,ここが明らかにはかと

は違う,特殊な空間であることを明示 してい

5)例えば,クアラルンプールやイポーでは広東
語,ペナンやジョホール ･バル (JohorBa-
ham)では福建語･が,共通語として広 く使わ
れている｡

6)1980年前後の新村の州別人口分布 (Ministryof
HousingandVillageDevelopmentの内部資
料により作成した｡正確な資料作成年は不明)
と1954年の州別の新村の数 [Nyce 1973:
L Table6]は,次ページの表の通りである｡
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川崎 .･小コミュニティの社会位相空間論

る｡新村の家屋は密集 している｡ それはあた

かも兵舎のようにかざられた空間に最大限の

人員を詰めこむかのように整然 と秩序 正 し

く,重苦 しくなるような凡帳面さで家が並べ

られる｡ 都市近郊であると農村地域であると

にかかわらず,新村の家並みは村という名前

の響きとは裏腹に,都市の雑然とした街区を

想起させる｡ 外からの力は人々をしてまた特

異な性格を生 じさせた｡それは中国人という

枠組の中での同質性の高さと,方言集団の混

在である｡ 本来,民族としての凝集力は方言

集団単位で強力に働き,職業集団,各種のア

ソシエーションばかりでなくコミュニティ形

成にあって も重要な役割を果た して きた｡7)

しかし新村においては,異 な る方言集 団 を

7)川崎 [1978]を参席｡

注6)の 表

も外からの圧力により,ひとつの場所に封 じ

こめて しまった｡この方言集団における雑種

性は新村の都市的な性格をより強める｡ さら

に,新村形成後の人口の着実な増加は,村内

に押 しこめられた人口密度を確実 に押 しあ

げ,ますます都市街区的な色彩を強 くする｡

新村内部にはこうした状況に対応 して,わず

かな隙間から都市的な機能が噴き出 してきて

いる｡ 映画館,｢飯店｣(レス トラン), ｢旅

店｣(ホテル),そ して方言集 団 ごとの ｢会

館｣ (アソシエーション)が凝集力の核 と し

て新たに形成される｡

こうした新村とは対照的に,政府の政策的

な影響をほとんど受けずに発展 してきた村落

コミュニティも存在する｡ こうした村落の人

口は概ね1,000人前後で,中には200-300人程

度のものもみられる｡ 方言集団は比較的に同

州

計

注8)の 表

盲豪-聖竺I 西 海 岸 内セランゴール可 計

計 49･303 100 7･817 100 I 26･662 100 i 75 ･965 100
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表 1 サバ ･ブルナム麻の中国人漁村

村 名 I K I R ∫ T I B 1 0 l C I S J G J E

Ⅰ■‡

蘇

陳

育 育

有

育

育

謝

育 育

蘇

+｢馬華公会｣ (マレーシア中国人協会),++｢民政党｣,JI++TとBの共用,+*++基地はあるが,
すでに飽和している

質的で,自律性 とともに強い排他性を もって

いる｡ こうした村落を特徴づけるものは中国

伝統の廟 と中国語小学校である｡ S村 はまさ

にこう した村の典型 にはかな らない｡

ii)漁業 ･漁村空間の社会的意味

漁業 はマ レー シア経済 の中でそれほど大 き

な位置を占めて はいないが,漁業活動の中で

中国人が優位な地位を もっ ことは特筆すべ き

である｡数の上ではマ レー人漁民 にやや劣 る

ちのの,8)近代化 の進んだ中国人漁民 た ちの

22

ひとりあた り漁獲量 は,マ レー人漁民を凌い

でいることが多い｡特 に,西海岸 に点在す る

漁村 の多 くは中国人,中で も潮州人たちか ら

なるものであ り, このような漁村の存在 も不

均質な民族分布 の一端を表わす ものである｡

漁業活動 における中国人 の優位 は単 に漁獲水

扱げ量などの量的な ものにかぎ らない｡流通

経路 も潮州人を中心 とす る中国人たちが垣 っ

8)1973年の西マレーシア東西海岸の漁民数 (漁船

による)は,前ページの表の通りである [岩切

1977:290-291,第2表]｡
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図1 村 の 構 図

ており,9)魚市場で飛びかう売買の言葉は主

に潮州語なのである｡

セランゴール州北西部に位置するサバ ･ブ

ル ナム麻 (SabakBernam District)には,

S村をはじめ九つの中国人漁村があり,それ

らは皆,主に潮州人たちからなっている (表

1参照)｡出身地も潮州地方の澄海原 とい う

比較的狭い地域にかぎられることが多い｡村

の歴史は約70-80年であることが多 く, この

地域への中国人移民の流入は20世紀初頭であ

ったことがうかがえる｡ 漁村の規模は数十世

帯から数百世帯までとやや幅があるが,その

基本的な存在形態には類似点が多く,特有の

漁村空間を形成 している｡ 漁村 は多 くの場

令,小河川の両岸に杭上集落を形成 し,内陸

部 (｢巴内 Walai)｣と呼ばれる) にはマ レ

ー人集落を控えている.漁村同士のつながり

は,地理的に極めて近いTとB,それに一方

が他方に社会 ･経済的に従属的であるKとR

の例を除いて,あまり強くなく,それぞれの

9) ｢永産物流通鎖積については‥‥‥集出荷から
卸売を経て小売りに至るまで華僑魚商の支配がi5Jil
強固であり,小数のインド人系魚商は弱小であ
る｡産地および消費地の卸売業者とくに後者の
多くは他分野の業務も持っていて資金力や華僑
独自の相互信用力も強く,集出荷および分荷仲
買商を掌撞している｣[岩切 1977:3051｡

漁村がかなり大きな独立性

をもっている｡海岸線に沿

って漁村同士を結ぶ道は,

わずかに車が 1台ようやく

通れるほどのものがプッシ

ュの間につくられているば

かりで,幹線道路はより内

陸部のマレー人集落の合間

を縫って走っている｡

漁村に特有 なのは雑貨

店,｢魚行｣(魚商),廟,

そして中国語小学校であ

る｡それぞれの村の大きな

廟では1年に1度 ｢潮州劇｣が神にささげら

れる｡ また政党の支部をもつ村も多く,政党

のパイプにより村外の中国人社会と密接に結

びついている｡また潮州会館やクラン･アソ

シエーションは村人たちを村外の潮州人社会

に関係づけている｡ 現在も使用可能な墓地を

村内にもっている村は比較的に少なく,墓地

をもたない村では隣州ベラ (Perak)州 の町

トゥロ･ア ンソ ン (TelokAnson)近 くの

｢韓江義塚｣(潮州人の会館が管理する墓地)

に埋葬することが多い｡これらの漁村では潮

州人が数の上で圧倒しているばかりか,ひと

つの姓が優位にたつことが多い｡漁村間の世

帯の移動は特に大きなふたつの漁村への移住

を除いてはごくまれで,人的移動は女性の婚

入 ･婚出にほとんどかぎられる｡

ⅠⅠ 村 空 間

i)社会位相空間としての村落

S村は地理的な自然の境界により区切られ

る (図1参照)0｢巴内｣地区のようにマレー

人家屋が混在 しているところもあるが,｢港

口｣や新開地では後背地としてのブッシュが

｢村落｣のまとまりをより明確にしている｡

本章以下で対象とする村の社会位相空間 と
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は,こうした ｢村落｣において村人たちが村

の中のさまざまなレベルの物理空間の中で,

そのおかれた状況によって規定される特有の

行動様式,社会関係の全体をさして使う｡ 当

然,彼 らの行動範囲は村を越えて,近 くの町

やあるいはクアラルンプールなどの都会にま

で伸びうる｡ しかしながら,彼 らの行動様式

と活動密度は村内外では著 しい違いがあり,

村内での彼 らの活動全体からつくり出される

ものを,重層化 し絶えず変動するが認識可能

な特有のパターンをもった村の社会位相空間

としてとり出すことが可能である｡

S村においては社会空間を考えるうえで次

の三つの軸が重要である｡第 1に,村を支え

る経済的基盤としての漁業活動,第 2に,人々

を村へと凝集させる伝統的な中心である世帯

内の祭壇や廟にかかわるような宗教 ･儀礼生

宿,第 3に,村人たちを村外の社会に結びつ

ける近代的な中心としての学校である｡この

三つの軸は村人たちの三つのカテゴリーであ

る男,女,子供たちによってそれぞれ担われ

る｡ つまり,漁業活動は男た ちの仕事であ

り,宗教 ･儀礼生活は女たちによって主に担

われ,学校に直接かかわるのは子供たちであ

る｡ 漁業活動が男たちによって担われること

は,男女の社会空間を明確に隔てる｡男たち

甲社会空間は何よりも経済活動の足場として

の漁船そのものであり,男たちが最 もその活

力を発揮するのもこの漁船上 においてであ

る｡ 若い男たちにとっては漁船は単に経済活

動の場であるにとどまらず,家の前に碇泊さ

せている漁船は,自分専用の部屋をもたない

ことの多い彼 らにとっては,友と語 らい,休

息の時を得る場となることも少なくない｡一

方,女たちにとっては漁船に乗ることはほと

んどタブーとさえいえる｡ 清掃や補給のため

に船上にたつことはあっても,出漁すること

はまずできない｡女たちにとって意味のある

社会空間とは,家の台所,洗濯場であり,こ
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うした女の領域によその世帯の男がたち入る

ことは,そこが商売の,あるいは仕事の場で

ある時以外には,極めて異常なことである｡

女たちの近所づきあいはこうした台所や家の

裏庭をつなぐ,小さな集団からなっており,

世帯主である男たちとは違った種類の社会関

係をもっことも少なくない｡女たちは世帯内

外においてもっぱら儀礼生活の実務 に携わ

る｡ 客間の祭壇や台所の神,家の前庭の小さ

な岡は,彼女たちの世話するところとなる｡

そして,彼女たちが世帯外において,安心 し

てくつろげる場所は村内の廟なのである｡ こ

こでは,各世帯のベランダでと同様に行き合

った人々の間に気楽な会話がかわされ,絶好

の気晴らしの場となる｡乳幼児の子供たちの

活動範囲は世帯周辺にかぎられるが,彼 らが

幼稚園 ･小学校に入園 ･入学すると,子供世

界としての学校空間を新たに遵得することに

なる｡ 彼 らは毎日,この世帯と学校を往復す

る｡ この日々繰り返される異空間の往復運動

が,彼らの社会化に多民族社会の複雑さの陰

影を与える｡

村の社会空間の最も機能的な部分空間は,

各世帯ごとにつくられる世帯空間である｡ こ

の世帯空間が必ず しも家屋 と一致 しないの

は,世帯単位を決める要素の多様性を考える

と当然である｡10)世帯空間を決めるひとつの

要素は共食であるが,例えば共食というひと

つの要素をもとにしても,さまざまなレベル

の共食空間を村の部分空間として考えること

ができる｡ この村においては共食空間が世帯

空間を越える場合は,友人同士のインフォー

マルな場合を除いて,比較的に少ない｡それ

は結婚式,葬式,｢父母会｣の成立記念 日,

老人の誕生祝い,それに学校に関連 した行事

にほとんどかぎられる｡11) そして,このよう

10)川崎 [1985b]参照｡
ll)村人たちが,あるいは世帯主が皆一堂に会して

共食することはない｡しかし｢童子爺｣廟の生
誕祭や清明節の時には,世帯ごとに同じ額ずつ
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表2 1982年マレーシア連邦セランゴール州祝日一覧

1月1日

1月8日

1月25日,26日

2月7日

3月8日

5月1日

5月8日

6月2日

7月9日

7月22日,23日

8月31日

9月14日

9月28日

12月25日

12月28日

陽暦新年 (グレゴリオ太陽暦新年)

回教先知穆竿黙徳誕辰 (モ-メット生誕)

農暦新年 (中国太陰太陽暦新年)

大賛森節 (ヒンドゥー教徒の祝日)

雪蘭裁許丹誕辰 (セランゴール州サルタン生誕)

労働節 (メーデー)

衛塞節 (ヒンドゥー暦新年)

最高元首誕辰 (国家元首生誕)

可蘭経降世 (コーラン経のための祝日)

閑粛節 (断食月明けの祭日)

国慶節 (独立記念日)

居妖節 (ヒンドゥー教徒の祝日)

吟芝節 (メッカに巡礼したムスリムを祝福する日)

聖誕節 (クリスマス)

回教先知穆苧黙徳誕辰 (モ-メット生誕)

な世帯外でフォーマルに共食空間が形成され

る時には,どの部分空間に構成要素 と して

属するか,つまりどのテーブルで誰と一緒に

｢菜｣(料理)を共有するかが問題とな る｡

構成要素が多 くなればなるほど,部分空間ご

との違いは明瞭となり,自分にふさわ しくな

いテーブルについた者は食事の間じゅう気ま

ずい思いをすることになる｡

また,村の社会空間は地理的な村落に密接

に結びついているが,決 してそれにいつもと

らわれるわけではない｡事実,｢通｣ の母 親

の葬儀が村外で行われた時には,村の社会空

間の主要な部分空間が ｢通｣の兄の家にもち

こまれたのである｡

ii)村空間の リズム ･テンポ ･メロディー

村内に形成されるさまざまな社会位相空間

は決 して,それぞれの部分空間ごとに固定さ

れたものではない｡む しろ,それぞれの部分

空間ごとに独特の時間的変化をするのが常で

ある｡この村空間内のさまざまな社会空間に

出し合って供物をそなえ,それをのちに等分に
分けることによって共食をしているとみること
もできる｡

みられる時間的位相変化は,あ

たかも村人たちを個々の演奏者

とするような一 団 の交 響楽 団

にたとえ られる｡ 演奏は時にバ

ラバラで,必ず しも全体がひと

つのハーモニーを奏でるとはか

ざらないが,個別の演奏には共

通 した様式がみ られる｡本節で

は,この村人たちの演奏を リズ

ム ･テンポ ･メロディーという

三つの側面から分析する｡

< リズム>

多民族社会であるマレーシア

には複数の時の流れの リズムが

基本にある｡近代国家としては

西暦が,ムス リムたちにとってはイスラム暦

が,中国人たちには ｢農暦｣と呼ばれる伝統

的な中国暦が,そして ヒンドゥー教徒にはヒ

ンドゥー暦があり,こうした各種の リズムが

重ね合わされてマレーシア独特の複雑な リズ

ムを打ち出している｡ この多様さの一端は,

例えばセランゴール州の祝日の一覧表 (表 2

参照)をみればす ぐに理解す る ことがで き

る｡ しか しなが ら村の中においては,わずか

に学校がこのマレーシア独特の複雑な リズム

を一部に反映させているにとどまり,村人た

ちの生活 リズムに他民族や近代 的な ものが

及ぼす影響は驚 くほど少ない｡｢陽暦｣(グレ

ゴリオ太陽暦)新年やクリスマスのもつ意味

はほとんどないに等 しいし,断食月 明け に

あるムス リムたちの最大の休 日 HariRaya

Puasaでさえ,ごく一部の村人たちに影響を

与えるにすぎない｡12) ヒンドゥー教徒たちの

12)村人たちの中でこうしたマレー人の祝日に招か
れるのは顔役たちであることが多い｡彼らのマ
レー人のもてなしに対する評価はかなり低い｡
ひとつには食事のマナーに対する様式の違い
で,手で食べること (客として招かれる村人た

ちにはスプーンが出されるにしても,同席のマ
レー人たちが)は彼らにはなじみにくいし,ま

25
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祝日に至っては,道すがらにその一端をかい

まみるという程度であって,積極的な影響は

皆無といってよい｡

村空間の リズムを形づくっているのは,何

といっても村の生業を支える漁民た ちであ

る｡ 彼らの出港/帰港, トロール漁/｢黒昌

魚｣,豊漁/不漁によってつくり出される社会

生活の振幅こそは,村の基本 リズムを打つも

のである｡彼らの リズムは潮汐,魚の回遊,

天候 ･気象など,自然が穣 し出すものである

といってよい｡村の中のもうひとつの基本 リ

ズムは,学校という村人たちにとっては異空

間の中で打たれる｡それは機械 じかけの時計

の リズムであり,人工的な規則性と西欧が生

み出した近代社会制度のもつ普遍性を想起さ

せる｡漁民たちの自然の リズムは中国人の伝

統的な暦,農暦とうまく調和 しており,村の

中の伝統的な中心である廟への参拝,世帯の

中心である祖先 ･神への ｢拝｣の リズムと絶

妙な共鳴をしている｡ 学校の人工的な リズム

もまた,さまざまな形で村人たちの生活の中

にはいっている｡ 時間ごとに区切られたテレ

ビの番組表,時間内で しか事務を受けつけな

い役所など,村人もまた近代的な時間から切

り離せない存在となっている｡実際,時計は

さまざまな形で村人たちの生活の中にはいっ

ており,人々は時間感覚を少ない時は ｢何字

分｣(1字は5分間,恐らく時計の文字盤 か

ら来たものであろう),多い時は ｢何時間｣
という形で表現する｡

<テンポ>

村空間にはふたつのテンポが交互に繰 り返

た食事の内容が ｢菜｣中心の彼 らとは異なり
｢ご飯物｣中心で,味つけも彼らに比べれば単
鞠である点,さらには飲物が瓶入りの清涼飲料
水でなく,どぎつい色のついた甘い水であるこ
とや,タバコが振る舞われることが少ないこと
などが,マレー人のもてなしに対する不満とし
てあげられる｡最も大きな相違は経済力の格差
であり,裕福なマレー人の豪華なもてなしに対
しては当允批判は虐められる｡

26

される｡それは,早 く力強く脈打つ ｢熱闘｣

(賑やかなようす)のテンポと,｢閑散｣(ひ

っそりかんとしているようす)のテンポの対

比である｡ ｢熱闘｣の時には,村は熱気で包

まれ,人々は興奮する｡それは例えば ｢黒昌

魚｣の漁期,｢柑｣の採取期,廟の生誕祭,

農暦新年などにみられる｡村には村外からも

人々が集まり,村人たちの金回 りはよ くな

り,商店が賑わい,夜遅 くまで人がごった返

す｡逆に ｢閑散｣の時は,シケが何日も続い

たり, あるいは ｢海警｣(漁業局のパ トロー

ル)が出て,漁に出られない時であり,人々

は昼間から家の中に閉じこもり,店に人影は

ない｡学校帰りの子供たちだけが大人の出て

こない村の中で歓声をあげ,年寄りたちがい

つもと変わらぬように三々五々集まって,と

りとめもない話をはじめる｡ 村は弛緩 してい

て,そこには中心もみえなければ,外形も定

かではない｡人々の生活は世帯空間内に繰

りこまれ,緩やかな時の流れが世帯を包む｡

男たちは手もちぶさたに,ごろりと横になっ

て,怠惰をむさぼる｡出漁 しない漁民たちに

とっては,特別な儀礼や催物がないかぎり1

日のはじまりはなく,休息という名の動かな

い時計が彼 らにはあるだけである｡

<メロディー>

村人たちの日常生活は,その大部分が優雅

な潮州語のメロディーで満たされる｡ たとえ

村人たちの話す潮州語の中にマレーシア語,

中国語の他の方言,英語などの異質のものが

混ざっているとはいえ,13)彼 らの言語の諏子

そのものを変えることはない｡ここでも唯一

13)例えば,元来英語から来たマレーシア語をその
まま使う ｢摩多 (moto.オートバイ)｣,｢徳士
(text,タクシー)｣,bcsion(年金),またマレー
シア語を変形させた mata(mat0-mata,警官)
など,さらにはsuka(好む),topi(しかし),
tahan(耐えられる),lag'(それから)などの
動詞,接続詞も多用され,若者の中にはマレー
シア語起源であることに気がつかない者 も多
い｡英語のbecauseも中等教育を受けた者の間
でよく使われる｡
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の例外は学校で,ここでは北京語の優越 と,

マ レーシア語,英語 との共存が顕著にみ られ

る｡ 村人にとって異質の空間であるというゆ

えんは,ここにもうかがえる｡この学校.が与

える影響はかな り大きく,若い人 々の間では

村人同士で も北京語が話されることがある｡

それにはちょっと気どった,自分の教育水準

を誇示するような一面があるO しか し,これ

とて も扱著に現れるのは村外の者を交える場

合であり,村の若い者だけで北京語を話 し続

けるのは ｢道化｣的でさえある｡

村の中でのメロディーは何 も村人たちの会

話にかぎらない｡廟の生誕祭や葬儀で演 じら

れる潮州劇 もまた,その独特の楽器 と歌唱が

醸 し出す立派な漸州メロデ ィーである｡ 残念

なが ら,現在の村人の中には楽器 と歌で この

メロデ ィーを活性化させることができる者は

いない｡村人たちはもっぱ らカセ ット･テー

プで この潮州メロディーを再生 しているにす

表 3 1年 の 周

ぎない｡そ して,ここにもまた北京語の強い

影響がみ られる｡ 学校での北 京語 は嫌 いで

も,流行歌となるとまた話は別で,若者たち

が口ずさむメロディーはむ しろ日本の演歌に

似た北京語の歌詞のものであることが多い｡

さらにまたディスコ風のわけの分か らぬ英語

の リズムが加わる｡ マ レーシア語の哀調を帯

びたメロディーは,む しろ民族的な反感か ら

遠ざけられる｡イスラムの宗教的な合唱隊の

音楽は,最 も聞きた くないものとして最下位

に位置づけられる｡ 日常生活において も最 も

下の社会階層 としてみ られることの多いイン

ド人たちのメロディーが,テ レビ映画の中に

現れる時にはコミカルなものとして歓迎され

るのほ,興味深い｡村人たちはそこに自分た

ちとは異質な躍動する生命の リズムを読みと

るのか もしれない｡

S村が漁民たちによって支え られているこ

とは,ここでの潮州語のメロディーに大 きな

期 的 位 相 変 化

漁 業 活 動 書 宗 教 ･儀 礼 生 活 f 学 枚 (1981年度)

ト ロ ー ル 漁

5 月

9 月

｢柑 苗｣採 取

(約2週間)

ト ロ ー ル 漁

｢黒 昌 魚｣ 漁

(1カ月-3カ月)

ト ロ ー ル 漁

-月初- ｢農暦新年｣

-月初五 ｢神回来｣

二月初八 ｢皐督公生日｣

三月初-ごろ ｢清明節｣

三月十五 ｢将軍爺生日｣

四月二十八 ｢童子爺生日｣

五月十五 ｢端午節｣

七月十五 ｢中元節｣

八月十五 ｢中秋節｣

九月初九 ｢法師公生日｣

九月二十九 ｢義心社通年｣

十一月初九 ｢互助部通年｣

十一月二十七ごろ ｢冬至｣
十二月二十四 ｢神上天｣

十二月三十 ｢除夕｣

1月5日 新学年開始

2月19日 合同理事会

教師節

4月10日 1学期終了

4月27日 2学期開始

5月29日 運動会

8月1日 2学期終了

8月17日 3学期開始

9月8,9日 5年生統一試験

9月12日 高学年生徒見学旅行

10月9日 児童節

11月9日 合同理事会

11月13日 1学年終了

27
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影響を与えている｡ 漁民たちはほとんど皆,

ディーゼル ･エンジンを装備した トロール船

に乗って漁に出る｡海上での意思疎通は自ず

と大声での会話となり,また男だけの激 しい

肉体労働の場では,自然に男たちだけの会話

を醸 し出す｡村人たちの会話には当然それぞ

れの個性があるが,彼 らの潮州語は早口で,

しかも吃音者が多い｡彼 らは会話を楽 しむと

いう一面,強烈な自己主張が時には相手への

激 しい罵倒となり,それが日常化されると,

一般的な言語伝達の様式の一部にさえ変容す

る｡

ⅠⅠⅠ 村空間の周期的位相変化- 基本リズム

S村の社会空間の周期的な位相変化は大き

く1年,ひと月 (ともに陽暦と農暦の2種が

ある｡ 本稿では陽暦は算用数字,農暦は漢数

字で表わす),川)1日という三つのサイクルに

分けることができる｡ この地域では,1年を

越えるような長いサイクルで宗教儀礼や行事

または経済活動が行われることはほとんどな

い｡この三つのサイクルの中では,1年とい

う周期が最も大きな意味をもつ (表3参周)0

S村のおかれている自然環境は,村人たち

にはっきりとした自然のリズムを感じさせな

い｡村の中央を流れる川の水量に大きな季節

的変化はなく,また村をとり囲むようにして

茂るプッシュの林も年中緑をつけている｡ 季

節を告げる動植物は,わずかに時節の到来を

告げるドリアン (durian)などの果物にかぎ

られる｡赤道のほとんど真上,熱帯に位置す

るマレーシアでは四季の区別はなく,また半

島西海岸においては東海岸でみられるような

はっきりとした雨期/乾期の区別はない｡日

の出,日の人の時刻でさえ,年間に十数分と

変わらず,ただ潮の干満の変化と月の満ち欠

けのみが,村人たちに1日を越えた時の流れ

のリズムを知らせるのである｡
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i) 1年の位相変化

<凝済活動>

(漁業) 漁業活動には3種のものがあり,

ほぼ暦に従って行われる｡ 基本にあるのは沿

岸 トロール漁であり,乗艇員2,3人で日帰

14)筆者が村に滞在している間の陽暦と農暦の対応
は,次の通り｡
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り (その日に帰るとはかざらないが24時間以

内に帰港)する｡漁獲物は大部分がいく種類

かのエビで,魚は少ない｡5月の2週間だけ

は ｢柑甫｣(幼貝)の採取期で,この村の沿

岸部にのみ繁殖する ｢柑苗｣を求めて,老若

男女を問わず,小船 (sampan) にの って海

に出る｡ 女 ･子供が海に出るのはほとんどこ

の時にかぎられる｡また,ふだんは海に出な

いような現役を引退 した男たちも,この ｢柑

酋｣とりには参加する｡｢輯酉｣は近 くの町

で州の漁業局により買いとられ,年によって

その値段は一定 しないものの,値の高い時に

は相当な額の臨時収入15)となり,村人たちを

潤す｡この時には小学校の高学年のクラスに

は欠席が目だち,家族総がかりで漁に出るよ

うすがみてとれる｡ この ｢柑酉｣をとるため

の金網を売る店も出てくる始末である｡しか

し,村を熱気で包むような ｢柑百｣とりも,

2週間という期間が漁業局により決められて

おり,長引くことはない｡また再び トロール

漁の穏やかな毎日がしばらく続くと,今度は

回遊魚である ｢黒昌魚｣(BauJalHiiam,マ

ナガツオ科に属する)の漁がはじまる｡この

漁のはじまりは,｢柑酉｣ とは違って,どこ

からともなく伝わってくる噂にある｡この噂

はどこそこの誰それが ｢黒昌魚｣をとったと

いうことであり,9月から12月までの平年の

漁期にはいく度もこうした噂が人々の口にの

ぼる｡ 実際,こうした噂 に基づいて ｢黒昌

魚｣漁に出るか出ないかは,この漁に出漁で

きるだけの大きさの船 (30-40トン)と魚網

と10人程度の人員調達能力をもっている,船

主の決断にかかっている｡ 積極的な者は噂の

早い段階で村一番に漁に乗り出していくが,

最も慎重な者は村人の多 くが実際 に ｢黒昌

魚｣を水揚げするのを確認 してから,おずお

ずとこの漁-と乗り出していく｡ 従って,漁

15)ひと桶 10MS-22MS,ひとりひと晩で 7-8
桶とることもある｡

民たちが一斉にトロール漁から ｢黒昌魚｣漁

に切り華わることはな く,最盛期 に向けて

徐々に トロール漁から ｢黒昌魚｣漁へと漁業

活動の重心が移っていく｡｢黒昌魚｣漁の時

にはトロール漁と違って,自分で船をもって

いても,それが中型か大型でないかぎり自身

が船主になることはなく,ほかの船主の網子

となって働くわけで,ここにおいて漁民の再

編成が起こる｡このように多数の網子を乗せ

て出漁 した場合は,例えば次のように水揚げ

が分配される｡ 乗組員が10人の場合,総水援

げ高から経費 (燃料,水,氷,食糧などにか

かるもの)を差 し引いた額を10十3(3は船主

のとり分)で割ったとり分をそれぞれの乗組

員に,その3人分を船主 (自身も乗組員にな

っている場合がほとんど)のとり分とする｡

もちろん中には一貫して トロール漁を続け,

｢黒昌魚｣漁に参加 しない者もいるが,最盛

期にはごく少数にしかすぎない｡｢黒 昌魚｣

漁はかなり沖合いに出て行われ る｡ 通常 5-

7日間程度海に出ていることが多い｡従 っ

て,出港 /帰港のリズムはトロール漁とは大

きく異なり,この漁の期間中には男たちが出

払ってしまい,女 ･子供と年寄りたちばかり

のひっそりとした日々が続くこともまれでは

ない. トロール漁とは違って ｢黒呂魚｣漁で

は豊漁/不漁の差が大きく,また同じ時期に

出漁 しても漁船によって水揚げ高は大きく異

なる｡豊漁が続く時,村は漁船が帰るたびに

｢柑苗｣の時のような熱気に包まれるが,不

漁で水揚げがほとんどないような時は暗 く沈

んでいる｡ 漁は12月ごろまで続くことが多い

が,これもまたそれぞれの船主たちの判断で

決められ,漁民たちは徐々にまた トロール漁

へと戻っていく｡

かつては海に出て勝手放題に漁をしていた

漁民たちも,いまは海産資源保護に乗り出し

ている漁業局の厳しい監督のもとにある｡ 漁

民であること,漁船の所有者であること,さ
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らには漁網の使用者であることについても免

許が必要であり,毎年免許の更新が行われ

る｡このやっかいな免許の更新には,魚商た

ちがそれこそ東奔西走して漁民たちの面倒を

みなければならない｡

(養豚 ･養鶏) ｢港口｣が漁業活動のため

の空間であるとすれば,新開地Ⅱは村の経済

活動の第2の柱である養豚の空間である｡ 水

路の右岸には広い道路が開かれ,レンガづく

りの家と豚舎が間隔をおいて並び,その裏手

には排水用の水路が流れる｡また,家屋の裏

に小規模な豚小屋をつくっている家も多い｡

頭数100頭以上の大規模な経営をしているの

は7世帯ほどで,数頭から数十頭飼っている

世帯は37世帯ある｡18) このような小規模な飼

育では,たいてい世帯主の妻か娘たちが家事

の片手間に豚の世話をしている｡ 村内で豚の

屠殺をするのは,｢振｣の祖母のほかにサバ

･ブルナムの町から来ている者もいて,彼は

新開地Ⅱに豚の処理場 (丸焼きのできる大き

な炉をそなえている)を もっている｡ しか

し,多くの豚は村外の仲買人に売られる｡豚

の需要が多い農暦の初-や十五の前には,村

の中を生きたままの豚を寵に入れて運搬する

オートバイが往来する｡ 豚の飼料は箱単位で

村外の業者から買われ,飼料を運んでくる大

型 トラックは,そのケタはずれた重量のせい

で,しばしば村の道路を台なしにし,時には

自らつくった窪みにタイヤをとられて立往生

することもある｡ 新開地Ⅱ地区では豚の飼育

のために大量の水が使われ,水道管を通 して

村外から送られてくる水の大半は新開地Ⅱで

消費されてしまい,新開地 Ⅰにはわずかに水

16)概数で ｢侍｣-100,｢逢｣-200,｢龍｣-100,
｢艮｣-100,｢文｣-150,｢漢｣-100,｢発｣

-100頚である｡豚の肥育期間は7-8カ月.母
豚に子を産ませて肥育する者もいる｡オス豚1

頭の値段は外国産のもので1,000MSという｡
飼料はもっぱら村外から大型トラックで箱単位
で運搬されるキャッサバが使われる｡
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が届くものの,｢港口｣に至ってはい くら蛇

口をひねっても,1滴の水も出ない｡この水

の不均衡な使用状況は ｢港口｣住民の常日ご

ろの不満であり,新開地の養豚をする住民た

ちとの間に対立した関係をつ くり出 してい

る｡

養豚の空間が地域的に世帯空間を越えて広

がることが多いのに対 して,養鶏の空間はそ

れぞれの世帯空間に付属した部分空間をな

している場合がほとんどである｡ 鶏を飼うこ

とは,この村ではごくあたり前のことと考え

られている｡ ほとんどの世帯で鶏を飼ってお

り,アヒルやガチョウを一緒に飼っている世

帯も多い｡その大部分は自家消費用であり,

数百から数千羽の単位で飼育しているのは3

世帯あるにすぎない｡17) このような家では大

きな鶏小屋がつくられ,生育を早めるために

ランプあるいは電燈がつけられる｡ 鶏の世話

をするのは主に女の仕事である｡ これらの鶏

は村内で売買されることもあるが,多くは村

外からやってくる仲買人に売られる｡

<宗教 ･儀礼生活>

宗教 ･儀礼生活において村人たちの生活の

節目となる行事は2種類に分けられる｡ ひと

つは,農暦新年にはじまり十二月三十 日の

｢除夕｣におわる,中国人ならばどこに住ん

でいても行うような種類の年中行事であり,

もうひとつは,この村に特有であるか,ある

いはこの村にある廟に特有な行事である｡ 前

者においては各世帯を中心にして行事が行わ

れ,村の統合が現れることは少ない｡一方,

後者においては村ないし,村内のある特定の

集団の統合が強く現れる場合が多い｡この両

17)鶏は自家消費用に飼っている世帯が91世帯,売
買をしている世帯は7世帯,アヒルについては
自家消費用90世帯,売買している世帯は2世帯
のみ,ガチョウは24世帯全てが自家消費用に
飼っている｡大量に飼っているのは ｢富｣の
2,000羽,｢艮｣の500羽,｢源｣の2,000羽であ
る｡
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者はいずれも農暦の中に行事の日づけが明示

されてあり,その刻まれるリズムは非常には

っきりしている｡

(中国人の年中行事) あと1カ月で新年と

いうころから,村は何とな くざわめいて く

る｡ 村にやって くる衣料品の屋台売りも頻繁

になり,家の修繕や,家具の修理など,新 し

い年に向けての準備がさまざまな形で行われ

る｡ ちょうどこのころは子供たちも学校が長

い学年末の休暇にはいる時であり,結婚式が

頻繁に行われる｡ 新年の間の休みにはまた旅

行や,いろいろな楽 しい計画が練 られる｡ 喫

茶店の壁には旅行社の正月旅行の案内がはら

れ,人々は新年を心待ちにしながら,うきう

きと毎日をすごす｡日本の年賀状に似た ｢賀

年片｣は,日本と違って正月前に相手につか

なければならない｡従って,相手が返事を書

くことも計算に入れると,どうしても新年の

1カ月も前から ｢賀年片｣の束を抱えた郵便

配達夫が毎日村を訪れることにな る｡｢賀年

片｣には ｢新年進歩｣,｢商事如意｣といった

言葉が書かれ,色は赤や金などのあざやかな

ものが好まれる｡｢賀年片｣を最 も頻繁 にや

りとりするのは若い人,特 に女性た ちで あ

る｡客間にこの ｢賀年片｣をきれいに飾りつ

けている家もある｡

日本の大晦日にあたる ｢除夕｣は,家族が

ひとつのテーブルを囲んでごちそうを楽 しむ

時である｡日ごろは勉学や仕事のために村外

で暮 らしている若い人,出稼ぎにいっていた

父親たちも,必ずこの ｢除夕｣の晩餐には村

に帰って くる.そして子供たちの一番の楽 し

みである ｢紅包｣(お年玉)も,この時 に父

親からわたされるのである｡｢紅包｣を もら

うのは何 も子供たちにかざらない｡すでに職

をもっているような青年 も,また漁民たちで

も,それぞれ父親や ｢魚行｣ の ｢老板｣ (主

人)から ｢紅包｣をもらうのである｡新年は

賑やかに迎えられる｡ 村の中央にかけられた

橋には爆竹がしかけられ,午前 0時の時計と

ともに派手に鳴らされる｡ 各世帯では客間が

きれいに飾りつけられ,お正月の ｢財神到｣

(お金を儲けさせて くれる神を呼びこむ)の

賑やかな音楽がカセット･レコーダーから流

される｡ 村のあちこちに人がたまり,興奮が

人々をわきたたせる｡新年につきものなのは

何といって も ｢舞獅｣(日本の獅子舞 いに似

たライオン･ダンス)で ある｡ この村 には

｢舞獅｣を舞う者はいないが,近 くのサバ ･

ブルナムの町からは村の有力者の家に舞いに

くる｡ 有力者の家の前庭で揃 いの服 を着 た

｢舞獅｣の一隊,3,40人が集まり,楽器に

合わせて舞う.18) そこの家族た ちは軒先 に

｢紅包｣をつるして,これを ｢舞獅｣に ｢食

べさせ｣,ご祝儀とする｡19)

村の中ではほかにこれとい った行事 はな

く,村人たちは正月には ｢大食 (ioachic)｣

(ごちそうを食べる)というばかりである｡

確かに,毎日の食事はいつもと比べて豪華に

なり,ふだんとは違う華やいだ雰囲気が漂

う｡近隣のマレー人が村の空家の前に店を出

して sateh (マレー風焼鳥)を焼 く. 仕事の

ない男たちは昼間からさまざまな賭ごとに精

を出し,女や子供たちは家庭の中でやはり小

金を賭けたゲームを楽 しむ｡正月にはマレー

人が村人たちの賭ごとに加わることもある｡

村人たちはこうしたマレー人を ｢お金のある

やつ｣だという｡テレビでは正月に因んだバ

ラエティ･ショーが放映される｡ もっともマ

レー人やインド人の出演者た ちが出 る時 に

は村人たちはうんざり顔だ｡ しか し, この

ごろでは,若者にかぎらず,世帯主たちも,

少 し余裕ができれば,クアラルンプールなど

の都会に繰 り出したり,あるいはマレーシア

18)この時に来たのはサバ･ブルナムの｢馬華公会｣
の支部の一団で,｢勤｣と｢潮｣の家を訪れた｡

19)この小さな村では子供が ｢舞獅｣に似せた小さ
な布をかぶって近所を回り,結構な小金を稼い
でいた｡
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国境に近いタイの町に遊びにいって,20)もっ

と派手で賑やかな正月をすごすことが多い｡

また,この長い休みを利用 して,村外にある

妻方の実家を子供連れで訪れる者も少なくな

い｡従って,バスやタクシーなどの交通機関

は正月休みじゅう混雑することになる｡ 近隣

に住むマレー人の中にはこの機会を利用 し

て,村の有力者の家を訪れ,ごちそうのおこ

ぼれに与かろうとする者 もいるが,村人がマ

レー人を正式に招待する例は,州政府の役人

かあるいは ｢謝兄弟公司 (会社)｣の雇人た

ちにかぎられる｡漁民たちが漁を休むのは

｢除夕｣から正月初三 ぐらいまでで,初四ご

ろからぼつぼつと漁に出る者が出はじめ,初

五にはほとんど皆,漁を開始する｡ 正月は仕

事の区切りであり,この時を機に仕事をやめ

る者もあり,また新 しい仕事をはじめる者も

いる｡

十二月二十四日は神が天 にのぼ る日であ

り,-月初五は神が帰ってくる日である｡ど

ちらの日にも村の廟には供物をもって参拝す

る人が多く,各廟が最も賑わう日のひとつと

なる｡

年に1度の墓参の機会である清明節には,

ふだん人影のない村の共同墓地もたくさんの

人で賑わう｡それぞれ清明節の数日前から墓

掃除をして,きれいになった墓に家族連れで

参り,その供物を家にもち帰って,ごちそう

として食べる｡ 墓地を村外の比較的に遠い場

所にもつ家では,必ずしもこの清明節の時に

は墓参せず,家の中の供物だけで済ませて,

他日墓参する者もいる｡墓地は現在と過去と

をつなぐ空間的接点である｡村人たちの高い

流動性は重層的な過去を広汎な現在の社会空

20)タイに行くということは女遊びをするという暗
示を含んでおり,タイにばかり行くというやゆ
は女好きを意味する｡実際,村の年配の男たち
の中にはタイに行って遊んできた者が多い｡こ
うしたマレーシアの外でのみやげ話は喫茶店で
の格好な話題となる｡
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間に結びつける｡従って,年に1度の墓参で

ある清明節には,墓地に村を飛び越えた異質

な空間がそれぞれの祖先の墓を拠点として分

立する｡ しかし,墓地の空間は祖廟のそれの

ような過去-の強い求心力をもたない｡墓は

古 くなるにつれて次第に忘れられ,また軟弱

な土壌に埋めこまれ,過去は現在に呼び出さ

れることなく持続的な過去として忘却されて

しまう｡墓地空間にあって未婚の者の墓が特

異なのは,それが過去から現在へではなく,

近い過去から遠い過去を (つまり子世代から

親世代を)逆に照らし出すからである｡

端午節には各世帯ごとに思い思いに工夫を

こらした bachan(ちまき)がつくられ る.

もち米に肉,栗,そしてアンコを加えてつく

ったものを竹の皮でくるんだ食べ物である｡

その形,大きさ,そして材料にはそれぞれの

家ごとの伝統があり,実に豊 富な種類があ

る｡ ひとつの世帯で50-100個つくられるこの

bachanは村の廟にそなえられ,それ は もち

帰られて皆に振る舞われる｡

中元節の前は雑貨店が繁盛する｡ どの世帯

でも,この時期に食料品を大量に買うからで

ある｡中元節の当日,ちょうど潮が引き切っ

た時に,それぞれの家のベランダや前庭に,

食物が川に向かって供せ られる｡ 1本 1本の

線香がそれぞれの食物にさされ,また ｢国泰

民安｣,｢風調雨順｣21)のような願いごとを書

いた赤い旗がたてられることもある｡ この中

元節はまた ｢拝好兄弟｣,｢拝水鬼｣とも呼ば

れ,この農暦七月は ｢鬼｣ (子孫に祖先とし

て祭られることのない死者の霊)が出てきて

危ない月だともいわれる｡ この月に結婚する

者はいない｡

中秋節 (｢拝月亮｣ともいわれる),この時

21)そのはかに ｢孟蘭勝合｣,｢国境昇年｣,｢魚利豊

収｣,｢満載而蹄｣,｢漁翁得利｣,｢出進平安｣,
｢海巣興隆｣,｢生意興隆｣,｢合港平安｣などが
ある｡これらの旗は店で売られている｡
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川崎 :小コミュニティの社会位相空間論

にはさまざまな形をしたちょうちんが子供た

ちによってもたれる｡｢月餅｣を食べ,そ し

て,夜に月に向かって供物をささげる｡ しか

し,今日ではこの供物をささげる家の数は少

なくなってきており,小さな子供 のいる家

や,若い女性のいる家にかぎられている｡

冬至には,｢包｣(肉まん,あんまんの類い

の中華まんじゅう)と紅白のダンゴが廟と世

帯の祭壇にそなえられ,自分の年だけ,この

ダンゴを食べるといわれている｡

(村に特有の行事) 村にある ｢童子爺｣廟

と ｢法師公｣廟の ｢生白｣ (生誕条) には,

潮州劇や人形劇が神のために奉 じられる｡特

に ｢童子爺｣廟のものは規模が大きく,村一

番の祝日となる｡村人たちは数カ月前から,

この潮州劇がはじまるのを心待ちにして期待

感を膨 らませる｡ 全ての世帯から同額の供物

のための献金と各世帯の経済力に見合った潮

州劇-の献金が集められ る｡｢童子爺｣の生

誕祭の時には,この祭りの期間だけ村内に日

常的な社会空間とは異質な空間が,｢童子爺｣

廟と ｢戯台｣の間の物理空間 に形成 され る

(末尾の資料 Ⅰ参照)｡漁民たちは漁 に出る

ことはなく,魚商も開店休業の状態となる｡

日ごろ分散されがちな村の部分空間は,廟と

潮州劇によって醸 し出される空間-と凝縮す

る｡ 村の中心は明瞭で,村人たちは自己のア

イデンティティを再確認するとともに,村外

の人々をこの空間においてもてなす｡村は生

き生きと輝き,再生する｡

｢法師公｣は ｢童子爺｣よりやや規模の小

さな生誕祭を催す｡ しかしながら村人たちの

祭 りへの参加は部分的で限定的であ る｡｢童

子爺｣の場合と違って,この祭りに全 く関与

しない世帯も多い｡この違いは村人たちのふ

たつの廟に対する認識の違いから由来する｡

｢童子爺｣はまさに村の廟であるがゆえに,

その中心に向かって村空間は凝縮するが,10

年前にひとりの村人によって開かれた村内よ

りもむしろ村外に多くの信者をもつ｢法師公｣

は,単に村の中にある廟であるにとどまって

おり,｢法師公｣を中心とするような社会空

間の凝縮は村というよりむしろ村を越えた信

者空間の凝縮という形でみられるばかりであ

る｡

｢童子命｣と同じく村の廟で ある ｢将軍

爺｣,｢事督公｣においては生誕祭としての特

別な行事は行われない｡各世帯が輪番で毎日●

供物をささげる ｢将軍爺｣の場合はその参拝

の性格からして,焦点となるのは日ごとの参

拝の中心の移動であり,｢将軍爺｣廟への村

空間の凝縮は起こりえない｡

この村には葬式のための互助組織で ある

｢父母会｣として,｢義心社｣ と ｢互助部｣

のふたつの組織がある｡会員は年に1度集ま

り,供物を村内の廟にそなえ,その供物を共

食する｡この時に任期満了の役員を選出する

こともある｡｢父母会｣は原則的には葬式 の

互助が目的であるが,その成員が成立時に固

定されると,以後変わることがなく,会の消

滅まで持続することにより深い結合力をもっ

ている｡会の成員であることは,成立の時点

で,さまざまなレベルでの社会的特質 (例え

ば経済力,年齢,来村 してからの年数など)

を共有 しうる者たちで,しかも互いに敵対関

係にはない者同士でなければならない｡この

ような互助的な組織と小コミュニティの関係

は多様である (表 1参照)0｢父母会｣によっ

てつくられる社会空間が小コミュニティの空

間を越えることはなく,小コミュニティの空

間にほぼ一致するか,またはそれを共有部分

をもちながら非排他的に分割するかである｡

ひとつの小コミュニティに複数の ｢父母会｣

がある時には,｢父母会｣同士の問に潜在的/

顕在的にある種の対立を生 み出す ことにな

る｡

<学校>

学校は村内にあって村外であるような性質
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をもっている｡ 従って,その時の流れを刻む

リズムも,村とは違った独自な,しかし州内

のほかの学校と共有されるものとなる｡

学校の1年間のスケジュールは第 1学期14

週間が1月のはじめにはじまり,2週間の休

みをはさんで第 2学期,同様の休みをおいて

第3学期があり,11月半ばに 1学年を終了

し,7週間はどの学年休みにはいる｡ 学校の

1年は何よりもまず生徒を迎え入れ,卒業生●
を送り出し,それぞれの学年の生徒を1学年

進級させることにある｡ 村の子供たちはこの

1年間を6度繰り返すことにより,村の学校

空間を通り抜ける｡

学校の年中行事において,教師たちが村人

と接点をもっことはほとんどない｡村人たち

で学校とかかわり合うのは合同理事会の理事

たちにほとんどかぎられる｡ 彼らは2,3カ

月に1回開かれる理事会に参集す るばか り

か,主だった理事たちは学校のさまざまな行

事に参加することもまれではない｡

子供たちにとっては学校空間から解放され

る学期ごとの休暇,特に学年末の長い休職は

大きな意味をもっている｡ この休暇の間には

しばしば自分の両親の家を離れ,近 い親族

(例えば父親の兄弟や母の両親)の家に1カ

月近くもひとりで寝泊まりして,同年輩のイ

トコたちと休暇をすごすことも多い｡また,

村外の学校に通う村の子供が同級生たちを連

れて村にやってきて,町とは違う漁村の生活

を味わわせることもしばしばある｡ こうした

時の世帯でのもてなしは丁寧で,開放的でさ

えある｡

ii)ひと月の位相変化

月のうちで村が最も賑わうのは農暦の初-

と十五である｡朝から村内の廟に参拝する女

性や少女の姿がそこかしこにみえる｡ 各世帯

でも供物をささげるところがある｡ 初一,十

五は生活の節目であり,また村人が神や祖先
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とコミュニケ-ションをもつ時でもある. コ

ミュニケーションのための供物 は例えば果

物,豚肉,鶏肉,アヒルの肉,スルメ,菓子

などであり,香炉にさされる線香や明りをと

もされるろうそく,そして焼かれて神や祖先

に送られる ｢紙銭｣である｡ 明りの乏しいこ

の村では月明りは大変貴重で,十五夜前後の

晴れた明るい晩には村の中心部,見晴らしの

よい ｢港口｣の橋の上や,そのたもとの喫茶

店,遊戯場が人で賑わう｡ しかし,こうした

人出はほとんど男たちにかざられ,女が家の

外に出ることは近隣の雑貨店や人の集まりや

すい家のベランダを除いては,ごくかざられ

ている｡

<町空間>

S村には雑貨店が6軒あり,たいていの日

常の用はそこで足りる｡しかし,年寄りや小

さな子供を除いて,どの村人で も月 に数度

は近 くの町,ス ンガイ ･プサル (Sungai

Besar)やサバ ･プルナム,そして時 にはサ

キンチャン (Sekinchan)の町まで出かけて

いく用事がある｡ そして近 くの町まで出かけ

るのに欠くことのできない乗物がオートバイ

なのである｡22)この村の世帯の過半数には1

台から数台のオー トバイがある｡ 運転免許を

もっている者の数は意外なほど少ないが,乗

り回している者の数は台数に対応する程度に

多い｡2わ 自分の家にオー トバイをもたない者

は親族か友人 ･知人を頗むことが多い｡町に

はマレー人のオー トバイ･タクシー (オート

バイの背に客を乗せて運ぶ)が客を待ってい

て,容易にみつけることができるが,村の中

22)この村には128台のオートバイがあり,67世帯
が所有している｡その内訳は1台-43世帯,2
台-15世帯,3台以上-9世帯である.

23)男の子にとってオーレ イヾに乗れることは一人
前になることの条件でもある｡彼らにとってオ
ートバイは単なる交通手段ではなく,手軽な遊
び道具であり,いかに上手に乗りこなすかは自
慢のたねである｡また若い女性の中にも乗る者
が少なくない｡
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図2 町 の 稗

にこのオー トバイ ･タクシーがやって くるの

紘,客を運んできた時にほとん どかぎ られ

る｡子供たちや少数の村人は自転車をこいで

町まで行 くこともあるが,30分はゆうにかか

るその道程は決 して楽ではない｡ 村の中でさ

え,｢巴内｣や新開地Ⅲに住む者 た ちが ｢港

口｣の雑貨店や喫茶店に来るのは,ひと仕事

である｡ 炎天下では暑すぎ,夜では足 もとが

不確かで危なっかしい｡ オー トバイなどの交

通手段に頼れない年寄りたちは,自然と ｢港

口｣に住む息子たちと同居することが多くな

る｡

町の空間は外に向かって開いている｡ 村の

社会空間が中心に向かう強い向心力で固く閉

じているのに対 して,町の社会空間は周辺部

を巻きこまないではいられない｡村の中心は

人々を引きつけるばかりであるが,町の中心

は人々を引き寄せ,そしてまたもとの場所-

とはね返す｡村から幹線道路に出て,南下す

ると,右手に中学校がみえ,やや大きな川を

横切る橋に到着すると,この橋の両岸に川を

はさむようにしてスンガイ ･プサルの町並み

図 (スンガイ･プサル)

ができている｡橋をわたった幹線道路の左側

には警察学校,その南側にサバ ･ブルナム麻

の役所 (DistrictOfBce),そして体育館,道

路の向かいには政府の医療所 (hlinik)があ

る｡両岸の町並みをみてみよう｡ 右岸にはホ

テル,映画館,理髪店,雑貨店,自転車屋,

レス トランなどが軒を連ね,それは町と ｢港

口｣を仕切る準幹線道路まで続 く｡ この準幹

線道路沿いには商店街のちょうど裏手に中国

語小学校がある｡さて,今度は準幹線道路の

橋をわたると左岸にはやはり雑貨店,レス ト

ラン,本屋 (マレーシア語の本を扱 う店と中

国語の本を扱う店がある),洋服店, カセ ッ

ト･テープを売る店が続き,中ほどにタクシ

ー乗場があり,ここには数台のタクシーが客

持ちをしているO オー トバイ ･タクシーもこ

こを客寄せの場にしている｡少 し先にはクア

ラルンプールー トゥロ･アンソン間のバス乗

場と切符売場があり,その裏手には野菜,肉,

魚を売買する市場があって,中国人,マレー

人,インド人たちで賑わう｡その向こうは｣ヽ

さな屋台の並ぶ一角で,果物,パ ン,日用雑
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貨が売 られている｡ 幹線道路のすぐ脇には郵

便局がある｡ 商店の経営者の多くは中国人だ

が,インド人やマレー人の商店 も何軒かある

(図2参照)0

毎週火曜日の夜には夜市 抄asarmahtm)

がたつ｡店を出すのはサバ ･プルナムやサキ

ンチャンなど,このあたり一帯を巡回 して商

売をしている者たちで,車に積んだ衣料品,

雑貨,生鮮食料品など,全部で100軒近 くも

町の空地に店を出す｡やってくる客は町の周

囲のマレー人であることが多い｡売手は中国

人,マレー人,インド人とさまざまである｡

村人がこうした市に顔を出すことはあまり多

くない｡

町に行 く目的はさまざまだが,理髪店,24)

オー トバイ ･ショップ,医者,そして若者た

ちは映画館や ｢飯店｣に,村に電話をもたな

い商売人はわざわざ電話をかけにいくことも

ある｡また漁民たちにとっては,大部分の者

がその会員になっている ｢漁民協会｣がスン

ガイ ･ブサルの町にあり,訪れ ることが多

い｡村人たちは頻繁に村とこの町を結ぶ道路

を往来する｡また,スンガイ ･ブサルよりも

やや遠 くに位置するサバ ･ブ ルナムやサキン

チャンなどの町に行 く村人も少なくない｡村

人たちの町での行動規範と村での行動規範は

明らかに異なっている｡ 町ではいつもIDカ

ードを携帯 していなければならず,危なっか

しい場所であると同時に,村でのような互い

の暗黙の監視体制から逃れられ,自由さを味

わえる空間でもある｡25)

24)インド人の店と中国人の店が1軒ずつある｡村
人たちは決まって中国人の店に行く｡料金は大
人で 2MS前後である｡また町にはふつうの理
髪店と違って ｢女子理髪店｣という立派な看板
を掲げた冷房のきいた店があり,村の若者たち
の中にはこうしたところに行き,理髪以外のサ
ービスを受ける者もいる｡若者たちの間で ｢頭
を刈りにいく｣ということは女遊びをするとい
う暗示を含んでいる｡

25)実際,謝査者である私に対する対処の仕方も,
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<村空間>

村人たちが月に何回かは村外の町に行 くの

と同様,村外の者 もまた村にやってくる｡海

岸に近い,雑木林の奥はマレー人にとってカ

ニのよい採取場であり,オー トバイに乗って

とりにやって くる｡ また学校の前を流れる水

路を小船で漕いできて,ブッシュの奥から薪

用の枝をとっていく者もいるし,海岸で月殻

を集めてもっていく者 もいる｡ このように近

隣のマレー人が村の自然の恵みをとっていく

ことは少なくない｡ しかし,こうしたマレー

人と村人とは没交渉であり,ごくたまにとっ

たカニを村人に売るマレー人はあっても,村

の喫茶店でくつろぐマレー人 はみあた らな

い｡村にはまたさまざまな物売 りたちが不定

期にやってくる｡ インド人のパ ン売 りはオー

トバイのうしろに,それこそはちきれんばか

りにパ ンをぶらさげて,警笛を鳴 らしなが

ら村を流す｡中国人のアイスクリーム売りは

子供たちがよいお得意さんである｡ ドリアン

の季節にはまた町から売 りにくる者がいる｡

そして何といっても村人たちを楽 しませるの

は,｢功夫｣(中国式の武術)の実演つきで達

者な芸を披露する薬売 りである｡こんな時に

は30人以上の村人たちが屋台の周りに人垣を

つくることさえある｡ こんな物売りたちにと

って最適な場所は,｢港口｣の中ほどにある

橋のたもとの三叉路である｡

漁業活動は潮汐に大きな影響を受ける｡ 海

岸に大きな港をもたず,底の浅い川の両岸に

杭上家屋をたて,その前に漁船を係留 してい

る,この村の漁民にとっては潮が適当に満ち

ていないかぎり,漁船の出航/帰航は不可能

である｡ 潮汐は太陰太陽暦である農暦に極め

て具合よく調和する｡ 初-と十五に干満の差

は最大となり,初八,二十四前後に最小とな

る｡ 満潮の時刻は日に日にずれ,ひと月の周

町での場合には警戒心が弱められ,より開放的
であることが多かった｡
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期でまた同じ時刻に戻る｡従って,毎日の ト

ロール漁においても漁船の出航 /帰航時刻は

日ごとに変化 し,漁民にとっての 1日の仕事

のはじまりは必ずしも朝とはかぎらない｡初

-,十五には昼間,潮がほとんど引きあげて

しまう｡ 潮がまた満ちるの は午後 4時前後

で,それからまた引き潮になり,翌日の早朝

にまた満ちる｡ 初五から十,二十から二十五

の間はこの潮の干満の差が少なく,漁船を時

間にかかわりなく比較的自由に移動させるこ

とができる｡

廟の空間は村の中で特殊だが,それは簡便

さからの遷移的な連続により,その空間の特

殊性を高める (末尾の資料Ⅱ参照)｡村内に

みられる最 もよい事例は ｢享督公｣である｡

村の廟として認知されているものはただひと

つであるが,家の前に小さな岡をつ くり,そ

れを ｢享督公｣と呼んでいる世帯が数多くあ

る｡また例えば,以前に使われていた旧 ｢童

子爺｣廟はそのまま建物が残され,｢童子爺｣

本来の香炉を,新たに建築された よ り大 き

く,より美 しく飾 られた新 ｢童子爺｣廟に譲

ったものの,いまなお,近隣の廟として参拝

者を集めている｡家の前に小屋をたてて (弼

よりは大きい),それを廟のように飾 りたて

る例 もある｡廟の空間は神の象徴物 (倭,画

あるいは文字そのもの)によって権威づけら

れ,参拝する人々の行動様式により視覚化さ

れる｡物理的構造としての建物は2次的な意

味 しかもたないO参拝者の多い初-,十五は

廟の空間が,村の部分空間として最 も明瞭に

その姿を現わす時である｡

村人たちが月ぎめで何かを行うことは比較

的に少ない｡その中で ｢月娘会｣は月ごとの

リズムを奏でる特異な存在である｡毎月,日

を決めて,参加者が融資の ｢利子｣の額を決

める投票をし,最 も ｢利子｣の高い者に,他

の者が同じ額を融資するというのが,この会

の活動内容である｡ 全 くといってよいほど,

ひと月の リズムをもたないのは学校である｡

授業のカリキュラムは週単位で組まれ,月の

中にはほとんど何の変化もみられない｡

iii) 1日の位相変化

<村空間>

村の 1日は,日の出とともにほとんど何の

変化 もなく,昨日と同様に今日もまたはじま

る｡村人たちは気候の違いを日々の温度の違

いによって表現する｡Joaと gunはそのま

ま暑さと寒さを表わし,昼間の耐えがたい暑

さの余韻が夜まで残 り,寝苦 しい晩となる時

に,村人たちは joaを連発 し,逆 に雨が降

り続いて昼なおうす ら寒い時に,めったに着

ないセーターや,うわっぼ りを着て ganだ

といって震える｡こうした joaでも ganで

もない,あたり前の日々の天気の変化は大き

く,晴れ間と降雨とが交互に繰 り返される｡

街路灯がひとつもないこの村では,夜は自

家発電をとめて しまうと,あとはただ月明り

に頼るばかりである｡自家発電の設備をもた

ず,またはかの家から電気を買うこともない

世帯もあり,そうした世帯では長い夜をただ

ろうそくとランプの明りを頼りに暮 らしてい

る026)夜が明けると朝 もやの中で人々は起き

出し,1日の仕事の準備をはじめる｡ 商店 も

朝早いうち,7時すぎには店を開ける｡ この

村では朝から男たちが喫茶店に座ることも少

なくない｡Teh(ミルク入りの紅茶)を飲み,

nasilemah(米飯に煎った小魚の トウガラシ

あえがかかっている,マレー人たちの代表的

な食物のひとつ)や bihun(ビーフン)を食

26)自家発電の装置をもつ世帯は62世帯,そのほか
に次の世帯からは他の世帯に電気が売られてい
るO｢潮｣-19,｢謙｣-9,｢成｣-5,｢龍｣,
｢雲｣,｢金｣,｢玩｣,｢栴｣一各2,｢聯｣,｢開｣,
｢胡｣,｢細｣,｢亮｣一各1世帯｡従って,電気
を使うことのできない世帯数は19世帯である｡
自家発電の装置はディーゼル･エンジンを使っ
た小型のもので,1969年からこの村で使われは
じめた｡
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ベる｡ 家庭での朝食は粥や,パ ンの ことも

多い｡子供たちは学校-,幼稚園へと登校す

る｡ 白の上着に紺色のズボン,スカー ト姿で

登校する子供たちは村の時刻表ともいえる｡

村はずれの ｢巴内｣から来る子供たちは自転

車や,オー トバイの背に乗ってやってくる｡

また,村から近 くの町まで働きに出る者は

オー トバイに乗って通勤す る｡ 村 の中で は

｢据｣の母親が,自分の家で屠殺 した豚を天

秤棒に担いで,集落の端から端までを回り歩

く｡用のある家ではそこの主婦に肉を見定め

させ,適当な量を切り分け,天秤で重さを計

って売っている｡｢沙巴 (sua♪a)｣(海岸)で

は ｢謝兄弟公司｣の トラクターが動き出す｡

海岸に堆漬された粉々にな った貝殻の破片

杏,布袋に入れて ｢巴内｣の貯蔵所 まで運

ぶ｡指揮をしているのは ｢松｣の長男とその

弟のふたりで,人夫となって働いているのは

近隣のマレー人たち7,8人である.彼 らは

日雇いで,顔ぶれは必ずしも一定 していな

い｡

村の中を歩き回るのは ｢振｣の母親ばかり

ではない｡毎朝スンガイ ･プサルの町か ら

｢巴内｣の ｢運｣の家まで届 く中国語新聞

杏,子供たちを手伝わせて各家に配るのは,

｢芝｣の父親の仕事である.27)テレビ,ラジ

オ,新聞などのマスコミのうち最も中国語メ

ディアを発達させているのは新聞であり,国

際ニュース,国内ニュース,さらにはサバ ･

ブルナム麻内の中国人コミュニティの動静を

よく伝えている｡村人たちはこの中国語新聞

を通 して,村外のより大きな中国人社会との

結びつきをもっており,彼 らの情報のかなり

の部分を中国語新聞が提供する. またその一

方で,村では英語新聞,マレーシア語新聞を

購読する世帯がひとつもなく,情報の偏りを

27)中国語新聞を購読している世帯は㌘世帯ある｡
その内訳は r星洲日報J-15,r南洋商報J-6,
r星演日報J-5,r通報J-1世帯である｡
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生んでいることは否めない｡こうした事情は

学校においても同様であり,村コミュニティ

の中国人社会内での閉鎖性 を高 めて いる｡

｢万字票｣を売る村の若い女性たちもまた,

村のあちこちを客を求めて歩き回る｡4ケタ

の数字を適当に入れた ｢票｣を買い,その数

字があたれば賞金がもらえるとい うこの饗

は,この村ばかりでなく,マレーシアのどこ

でも大変にはやっていて,毎晩の夢見の内容

で番号を決める便利な案内まで出ている｡ 村

人たちはこの ｢万字票｣を1ドル (lMSは当

時約100円),2ドルといった単位で買う｡ そ

れは一種のゲームであり,また誰がいくらあ

たったかを皆よく知っているという,リスク

の大きい利殖でもある｡ この村で売 られてい

る ｢万字票｣は皆,実際の薮をつくっている

わけではなく,近 くの町に本部をおき,もっ

と大きな ｢正式｣ の薮の番号を借用 してい

る｡ 中国語新聞にはほとんど毎日この種のあ

たり豪の番号が出ており,村の人が新聞を広

げて,まっさきに読むのはこの宝敦の欄であ

る｡ 4ケタの比較的単純な数字であるために

当選我に近い番号の ｢万字票｣を買っている

ことも多く,新聞をみるたびにくやしがるの

が村人たちの毎日の習慣ともなっている｡ こ

の ｢万字票｣の売人は村の中では特殊な存在

で,女ではあるが,村の男たちの空間である

夜の喫茶店にも平気で票を売 りにくる｡ 彼女

たちはそれぞれ村の中のある範囲内で活動を

行なっているが,それはいわば彼女たち同士

のなわぼりであり,それが女であることによ

って制限されることは少ない｡

<世帯空間>

女たちの1日は忙 しい｡教育が普及 した今

日,小学校を卒業 して中学校に進む者は多い

が,1,2年 もせずにその多くは落伍 し,女

子は家庭の生活に戻 り,家事の手伝いや弟妹

たちの子守,そして少 し大きくなると毎日の

洗濯,食事の準備が彼女たちの仕事となる｡
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男子は女子ほどには役に立たない｡小学校を

出たての小さな体ではとても漁の手伝いはで

きず,28)そうかといって家事や子守ができる

わけでもない｡昼間から村をぶらぶらしてい

るのは,この種の少年たちである｡女たちは

昼間,日の照る時には小エビを干 したり,コ

コアの実を乾燥させ,夜にはアイロンかけ,

裁縫と手を休める暇がない｡

家庭生活では1日の時刻表が,食事時間を

もとにかなり定まっている｡午前 8時,12時,

午後 5時前後が朝,昼,晩の食事時であり,

漁家では漁に出ている男たちとは無関係に家

族が食事をする｡食事の支度はもっぱら若い

嫁の仕事である｡ 台所は客間の裏手か,ある

いは客間の前の前庭に (杭上家星の場合,板

を敷いて)つくられることが多く,そこに食

事のテーブルがおかれている｡ 準備ができる

と,まず世帯の男性成員たちに｢食べないか｣

(chia,chid)と声をかける｡ 丸いテーブルに

腰をかけるのは子供を含めて皆,男ばかりで

ある｡ 各自-シとどはんを盛った碗をもち,

大皿の ｢菜｣(おかず)や ｢湯｣(スープ)か

らそれぞれとり分ける｡男たちの食事がおわ

ると今度は,その残りを女たちが同じテーブ

ルについて食べる｡テーブルに腰かけて食べ

ることのできないような小さな子供 (たいて

い小学校入学前までの)は,母親が魂にごほ

んとおかずをとり分け,子供 にスプー ンや

ちりれんげで食べさせる｡食事のテーブルが

前庭にある場合は人目を搾ることはなく,過

りすがりの人に ｢飯は済んだか｣(chiabah

aboo) と声をかけるO このように呼びかけ

られて,同じテーブルにつくことはまずない

が,家族が多く,また魚商などの商売をして

いる関係で世帯外の者が同 じテーブルについ

ているような場合は,通 りすがりの者もその

テーブルに加わることはまれではない｡

28)船上での食事の世話ぐらいに使われる者はい
る｡

午前中は概ね洗濯の時であり,午後には各

種の作業が行われる｡もっとも漁船が帰って

くると,時刻を問わず,魚類の仕分 けと清

掃 ･補給が最優先の仕事となる｡子供たち,

そして一部の大人にとっては夕方 5時すぎか

らはじまるテレビもまた,彼 らに走時的な

行動パターンをつくらせる｡ チャンネルはわ

ずかにふたつしかないが,テレビの普及率は

かなり高く,全世帯の1/3にはそなえつけら

れている｡20) 子供たちが最も楽 しみにするの

は,cartoonと通称される漫画アニメーショ

ンである｡これは子供たちばかりでなく大人

たちにも人気がある｡ テレビ放送にはマレー

シア語,英語が主に使われ,中国語が使われ

るのはニュースや中国映画 ･中国語 ドラマに

かぎられる｡従って,村人たちが最も好むの

は中国映画で,おもしろそうな映画が放映さ

れる時は皆テレビのある世帯にこもり,村の

賑わいがなくなるほどである｡ 村人た ちが

最も嫌う番組は毎日,走時にはさまれるイス

ラムの祈りの時間のための放送である｡ 中東

のイスラム寺院のフイルムが映 し出され,厳

かな祈りの言葉が聞こえる時,村人たちはテ

レビにそっぽを向く｡ テレビの人気とは裏腹

に,ラジオに対する関心はずっと低い｡漁船

に乗っている時には暇つぶ しに聞いている者

もいるが,ふだんの生活の中にラジオが溶け

こんでいるようにはとてもみえない｡… わず

かに小学枚において学校教育の放送が利用さ

れるのみといってもよい｡

世帯内の空間…は決して等質ではない｡そ

29)村には48台のテレビがあり,47世帯にそなえつ
けられている｡かなりのものがカラーテレビで
ある｡

30)村には71台のラジオがあり,61世帯にそなえつ
けられている｡しかしながら,大部分のものは
ラジ･カセで,ラジオを聞くというよりもカセ
ット･テープを聞くことに使われることがはる
かに多い｡

31)中型の木造家屋をたてるには約2万MS,大型
のレンガづくりの家屋の場合には約5万MSか
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れは最も個別的な各夫婦の部屋から最 も公共

的なベランダまで,その性質を異にする｡ 世

帯構成員でさえ,世帯内での活動範囲には制

限がある｡ 各夫婦の部屋は寝室として使われ

る専用の空間であって,夫婦の核家族の成員

以外の者がたち入ることは少ない｡結婚式の

時につけられる ｢新人房｣(新婚夫婦の部屋)

を表わす赤ないしピンクの幕が結婚後,2年

も3年もつけられたままになっていて,その

部屋の占有者を明示する例は多い｡客間と台

所はどの成員にとっても共用の場である｡ 客

間が神と祖先の存在によって権威づけられた

空間であるのに対 して,台所には厨房の神が

祭 られることが多いものの,厳めしさはずっ

と薄らぐ｡ また客間が世帯外の者にとっても

比較的に開かれた空間であるのに対 して,台

所はごくかざられた近隣ないし世帯外の親族

に対 してのみ開かれた空間である｡オープン

･スペースとしてのベランダは家の内と外と

をつなぐ媒介空間となる｡ 杭上家屋に住む村

人たちに敷地の概念は乏 しい｡潮の干満によ

り海水に洗われることの多い家の周臥 ま格好

なゴミ捨て場であり,小屋の床にただ穴の開

けられただけの簡易 トイレは水洗式となる｡

村人たちの,といっても男たちが主だが,

夜の社交生活の前には ｢沖涼｣(水浴び)が

欠かせない｡夕食をとりおえると,家族は順

に ｢沖涼｣をする｡ この海岸地域の熱帯の日

差 しと,ほこりっぼい村の風を 1日中浴び続

ける村の者にとっては,｢沖掠｣は衛生 のた

めであると同時に暫 しの清涼感を得る時でも

ある｡ 暑さに耐えかねて日に2度,3度と水

を浴びる者も少なくない｡もっとも水が不足

しがちなこの村にあっ七は,思う存分水浴び

できることはそれだけ賛沢であるともいえ

る｡ 彼らの水浴びに対する ｢信仰｣は,ひと

つには,この熱帯の地に移住 してきたころに

かるという｡大工の工賃はひとり1日30MS程

度である｡
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こi

親から子-としつけられてきた環境-の適応

反応であるといえる｡女たちは,若い女に多

いが,米のとぎじるからつくった白い粉を水

浴びのあとにつける｡ これには日焼けどめの

効果があると思われており,女たちの色白願

望がこの習慣を広 く行きわたらせている｡

<世帯外の公共的な空間>

村に6軒ある雑貨店は,主に食料品や日常

雑貨を扱っている｡ それぞれに特徴があり,

例えば ｢理｣の店では生鮮野菜を手広 く扱っ

ている｡ 毎朝 ｢理｣の妻はスンガイ ･ブサル

の町の市場まで買出しに出かけ,午前10時す

ぎごろ荷台に野菜を満載 したオー トバイに乗

って店に帰ってくる｡ 村内にはほかに ｢通｣

の店で小規模に野菜を売って いるだけなの

で,村の各地区から比較的まんべんなく客が

やってくる｡ただし,｢港口｣左岸の住民 た

ちはやはり ｢通｣のところで買 うことが多

い｡｢益｣のところでは漁船のエンジ ンの部

品を売っているし,また ｢錫｣と ｢謙｣のと

ころは喫茶店 も兼ねている｡ これらの喫茶店

では清涼飲料水32)のはかに teh,kopi,中国茶

が飲まれる｡

世帯主にとって村の喫茶店は重要な意味を

もっている｡ まず喫茶店に女性が座ることは

ない｡つまり女性に対 して極めて排他的であ

る｡そればかりではなく,年齢の若い者に対

しても,ある程度の排他性をもつ ｡ 昼間はと

もかくとして,村人たちの格好の社交場とな

る夜には,若い男たちが喫茶店に座ることは

少ない｡喫茶店は基本的に世帯主である男た

ちの情報交換の場であり,また村の世論を形

成する場でもある｡ 喫茶店に集まる仲間たち

は次のようにして決められる｡夜の社交場に

おいて最 も好まれる飲物は中国茶である｡ 6

32) ｢汽水｣,この村の人々はbokchuiと呼ぶ｡
由来はどうも栓を抜く時の音から来たものらし
いO｢結家斉｣(kikabo),｢七喜｣(chikki,Seucn
Ub),などがある.また,村の雑貨店でつくら
れる｢革糟水｣も安くてよく売れる｡
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人から8人が座れる丸いテーブルに急須をひ

とつおき,丸い盆の中に盃をやや大きくした

ぐらいの茶碗を人数分だけおく｡急須から茶

碗にひと通りつぎおわると,茶碗を各自がと

って飲み干 し,またもとの盆の上におく｡茶

碗の小さいこともあって,この動作が何度も

繰り返されて急須の湯はいく度もつぎ足され

る｡同じ急須の茶を飲む者はたいてい親 しい

者同士にかぎられる｡最初テーブルに座る者

は2,3人であるが,通 りがかる友人をみつ

けては ｢お茶を飲んでいかないか｣(chicteh

amai)と声をかける｡このテーブルを とも

にして茶を飲む仲間の問で情報がとりかわさ

れ,共通認識が形づくられる｡ 金銭的に余裕

のある有力者たちは,このお茶のテーブルの

勘定をもつことが多い｡村人たちが一緒に飲

み食いした時には,頭割りにして各自が出し

合う ｢割勘｣という支払 い方 は,まず しな

い｡必ずその中のひとりが皆の分もまとめて

払う｡ 経済力に違いのあまりない場合には,

こうして香ったり,香られたりで,互いの収

支勘定はバランスがとれていることが多い｡

経済力に違いのある場合や両者が雇用関係に

あるような場合には,一方が他方に香られる

ばかりのこともある｡ この支払 いを ｢算脹

(sunsio)｣という｡ 清算するという意味だが,

この言葉は広く,互いの金銭面以外の貸借や

さまざまな関係を一旦区切る,あるいはもと

に (白紙に)戻すという意味でも使われる｡

｢飯店｣が店を開けるのは夜 7時近 くであ

る｡｢港口｣の橋をはさんで右岸に ｢王芝｣,

左岸に ｢月｣が店を開いていた｡ともに飲物

は自分のところでは出さず,それぞれ ｢錫｣

と ｢発｣や ｢謙｣が飲物のサービスをしてい

る｡ つまり ｢飯店｣と喫茶店は共存関係にあ

る｡33)村人たちは仲間同士でこうした店に座

り,夜食を楽 しむ｡肉,鮮魚,野菜を使った

33)特に,｢錫｣の敷地内に店を出している｢王芝｣
と｢錫｣の関係は深いものがあるo

さまざまな ｢菜｣のほか,麺や潮州人の好き

な粥もよく食べ られる料理である｡こうした

夜食の折にはビールがよく飲まれる｡ 村人た

ちに食物を提供するのは何もこのふたつの店

ばかりではない｡｢港口｣左岸の中ほどにあ

る ｢清｣のところでは時折,料理を出すこと

もあるし,｢金｣の家では毎日午後 ｢包｣がつ

くられ,子供たちによって売り歩かれる034)

村人たちの生活は賭博を抜きにしては考え

られない｡それは男たちにとって最大の楽 し

みといってもよいほどであり, トランプ,蘇

雀,サイコロ,｢札｣(数字を表わす点のつい

たプラスチックの板を使って数を競う遊び)

など,各種のものが毎晩といってよいはど行

われる｡ 賭ける額は一般の村人たちの間では

数セントから数 ドルのことが多く,数十 ドル

を賭けるのは経済的に恵まれた者たちの間で

にかぎられる｡ 村人たちが賭ごとをしない唯

一の例外は ｢象棋｣(日本の将棋に似たゲー

ム)であって,これだけは金鉄抜きで村人た

ちが熱狂する遊びである｡35)村人たちの賭博

は村外の者を迎えた時に,その興奮は最高潮

に達する｡ 実際,流れ者のように,あちらこ

ちらの村を賭博の相手を探 してわたり歩 く者

がいて,これらのよそ者に対抗せんと村人た

ちの意気は一層盛りあがる｡36)

<漁業活動の空間>

漁家の1日は日の出ではなく満潮とともに

はじまる｡港をもたず底の浅い川 の岸 に漁

船を碇泊させている彼らはただ満潮の前後

のみ漁船を動かすことがで きるのである｡

この制約は漁家を して潮の干満のリズムに

34)1日150個はどつくられ,1個20セントで売ら
れる｡

35) ｢象棋｣については川崎 [1983]参照｡
36)賭ごと好きは村人たちの一般的な性格であっ

て,例えば学枚にバレーボールをやりにきた若
者たちを熱中させてゲームに誘いこむのは,両
者の間で賭けられたコーラのひと瓶か ｢宰相
茶｣である｡
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合わせて生活することを余儀なくさせている

のである｡ 彼 らは夜明け前に出航することも

あれば,真昼に出ていくこともある｡漁家の

大部分はごく沿岸の トロール漁に従事 してい

るため,この出航 /帰航は日々繰 りかえされ

る｡

漁船での労働は激 しい｡ トロール漁に従事

することの多いこの村では漁船の大 きさは数

トンから数十 トンであり,乗組員はひとりか

ら4, 5人である｡37)最 も多いのは2, 3人

での出漁である｡海上での激 しい労働をおえ

て,帰港するとまず ｢魚行｣で売物になる魚

貝類を荷下ろしし,それぞれの家の前に碇泊

させる｡すると,待ち受けていた家族の者が

残 りの漁獲物を引きあげ,早速仕分けにかか

る｡ 小さなェビは選 り分けられ,日干 しにさ

れる｡ そのほかの魚月類でも食用 されるもの

は区別され,す ぐに大 きな鍋で煮 られる｡ 漁

に出た男たちは,この種の作業に全 く加わ ら

ず,ひたす ら休息する｡ 女たちが実によく働

き,次の出航にそなえて水の用意や,船の掃

除をする｡

出漁の時間が毎 日刻 々と変わる漁民たちに

は昼夜の区別はあまりない｡家に戻って くる

時は休息の時である｡ 従 って昼で も寝ている

ことは少な くない｡そ して,こうした労働と

休息の間に彼 らの娯楽がはさまれる｡いまで

は週休みという習慣が村にも浸透 し,日曜日

に出漁する漁民は少ない｡｢魚行｣で は漁船

を迎える準備をはじめる｡ 潮の加減によって

漁船が帰 って くる時刻は異なるが,だいたい

朝 9時ごろか ら夕方 7時 ごろまでの範囲であ

る｡｢勤｣や ｢潮｣のような大 きな ｢魚 行｣

では製氷機をもっていて,自分のところで氷

をつ くる｡まず製氷機か ら氷をとり出すのが

37)10トン以下-29隻,1ト20トン-21隻,2ト30ト
ンー4隻,3ト40トン-2隻,41トン以上-5
隻,そのはかに sambanと呼ばれる小船が 6

隻の計67隻が通常の漁に使われる｡
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彼 らの第 1の仕事 となる｡ 荷詰め用には氷を

細か く砕 く必要があり,砕氷機で予め細かな

氷塊を用意 してお く｡ 漁船が ｢魚行｣の桟橋

に横づけされると,次々に漁獲物が荷揚げさ

れる｡すでに漁民たちの手によって大まかに

仕分けされていることが多いが,さらにまた

魚行において女たちも加勢 して分けられる｡

それぞれの魚種 ごとに重さが計 られ,伝窯に

その量が記載 され,漁船主にわたされる｡ こ

の秤を読んで大声で目方を叫ぶ時が最 も ｢魚

行｣の活気づ く時であり,｢魚行｣の ｢老板｣

の顔が輝 く時で もある｡ 計量された魚且類は

売 りわたされる卸商 ごとに,氷塊とともに箱

詰めされる｡ 全ての漁船が到着 しおわると,

魚貝類の箱は運搬業者38)によって,船でス ン

ガイ ･ブサルの町まで送 られ,そこか らトラ

ック便で各地の卸商のところに送 られる｡ こ

の運搬船はまた漁船の燃料となるディーゼル

油を ｢魚行｣まで運び,それぞれの燃料タ ン

クに給油する｡魚且類を積み出 しおわった漁

船には新 しい氷と水,燃料が補給され,翌 日

ないしその日の晩の出航 の準備が整 え られ

る｡

漁業活動には 1日の親別的な リズムを見出

すことはできない｡ トロール漁においては,

出航,漁,帰航,荷揚げ,魚商での売買,栄

での仕分け,漁船の清掃 ･補給という一連の

活動が24時間のうちにひとつのサイクルを閉

じる｡ しか し,このサイクルは日ごとに開始

時間がずれ,ひと月を経ずにはもとに返 らな

い｡従 って,漁民にとって の 1日の リズ ム

は,太陽ののぼり,障 りではな しに,漁船か

38)村の者ひとり,スンガイ･ブサルの者ひとり
(｢勤｣の親族)がやっている｡この運算はス
ンガイ･ブサルまで,ひと箱3MS,ス ンガ

イ･プサルから例えばバ トゥ･パハット(Batu
Pabat)までの トラック便のひと箱あたりの値
段は10MS,そして箱代は2MS,水代なども

合わせると,ひと箱を魚の卸商まで送り出すの
に15MSぐらいかかるという｡
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らの乗り,降りによって決まるということが

できる｡

<学校空間>

朝 8時すぎ子供たちは学校39)へ集まってく

る｡ 1年生から6年生まで 1学年 1学級ずつ

6学級あるこの学校では,総勢200人 あま り

が学んでいる｡ 教職員は校長ひとり,教員 6

人 (うちひとりは語学教師のマ レー人),用

務員3人 (うちふたりは近隣のマレー人)の

構成となっている｡登校 してきた子供たちは

カバンを教室におき,コンクリー ト敷きのバ

スケット･コートで遊ぶ｡鐘の合図とともに

子供たちは学年ごとに整列し,簡単な朝会が

開かれる｡ それから各学年ごとに分かれて,

それぞれの教室で授業がはじまる｡ 2時限目

の授業がおわると,少 し長い休憩時間があ

り,子供たちは学枚の canteen(軽食堂)で

思い思いの軽食をとる｡ この Canteenでの

休憩時間が子供たちにとって一番楽しい時で

あり,争って売子 (村の若い娘ふたりがやっ

ている)に殺到する｡ その後 4時限目ないし

5時限目まで授業があり,子供た

ちは午後 1時前には学校から家へ

と帰っていく｡午後 には正規 の

授業はないが随時,補習が行われ

る｡ 子供たちの中には昼食後,学

校に遊びにくる者もいる｡ 特に本

好きの子供にとっては学校は村の

中で唯一の図書室であり,本をむ

さぼるようにして読んでいる｡

学枚は子供たちにとって異質の

空間である｡ ここでは規則として

39)学校の建物は60数年前に最初のも
のが私塾のような形でつくられ,
いまは遊戯場として使われている
左岸の橋のたもとの建物が1947
年にたてられた2番目の学校であ
り,現在使われている校舎は1957
年のマラヤ連邦独立の年に政府に
よってたてられたものである｡

北京語を使わなくてはならない｡家庭での常

用語である潮州語を話すことは禁止されてい

る｡この規則は授業時間はもちろん,休み時

間にもかなりよく守られており,上級生にな

ればなるほど,この異質な空間に適応してい

く｡ 授業時間の半分は語学の学習 にあて ら

れ,1,2年生はマレーシア語と中国語をほ

ぼ1対2の割合で,3年生から6年生はそれ

らに英語を加えた3カ国語を,やはり中国語

を主にして勉強する｡語学以外の教科書は全

て中国語によって書かれており,中国語の理

解力が他の科目の学習にあたっても大きな意

味をもっている｡ 語学の次に大きな比重を占

めるのは算術である｡ 自然科学は低学年から

継続的に,公民,地理,歴史といった社会系

の科目は4年生以上の学年で重点的に教えら

れる｡ そのはかに図工,体育,健康教育,育

楽などが各学年を通して教えられる｡40)子供

たちが最も好む科目は中国語,体育などであ

り,逆に最も嫌いな科目はマレーシア語,英

語である｡ 特に,これらの科目を中国語を全

40)1981年度のこの村の小学校の各科目の配分時間は,次の通

りである (単位は分)｡

1981年度の学年別科目時間配分表

総 計 11,290Il,290t1,470Il,65011,720
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く理解 しないマレー人の語学教師 (Cikgu)41)

にならうような場合は,授業をほとんど理解

できないということもしばしば起こる｡5年

生の全国的な統一試験があるので,その前に

は英語,マレーシア語の補習が特別に5年生

のために行われることもある｡

教師たちは午後を教材づくりや試験の採点

などですどす｡この間に村人たちが来て,さ

まざまな用事を片づけていく｡マレーシア語

に関して文盲である大部分の村人たちにとっ

ては,政府や州の漁業局からの文書やさまざ

まな申請書類はとても手に負えるものではな

く,子弟の教育以外のことでも教師の助力を

仰 ぐことが多い｡村の若者たちにとってはバ

スケット･コー トや広い運動場をもつ学校は

格好の遊戯場である. サッカーやバレーボー

ルをしたり,木陰でおしゃべりを楽 しんだ

り,また広い運動場にオー トバイで乗りこん

でス トレスを発散させる｡夜は教師たちにと

っては休息の時間であり,娯楽に大部分の時

間がさかれる｡夜はまた学校空間の存在をひ

ときわ浮かび上がらせる｡ 建物 の中の電燈

と同時にともされるバスケット･コー トの明

りは格別まばゆく,暗闇に電燈の明りがみえ

かくれする村の家並みとは好対照をなしてい

る｡42)教師たちにとって最も羽根が伸 ばせ

るのは,近 くの町にバ ドミントンをやりにい

ったり,夜に映画をみに出かけていく時であ

り,村の中では決して緊張は緩まない｡午後

41)中国語小学校のマレー人教師は Cikgu(先生)
と呼ばれることが多い｡彼の立場は大変微妙で
ある｡学校での共通語である北京語を解するこ
とができず,校長やはかの教師とはマレーシア
語でやりとりするものの,生徒たちとのコミュ
ニケーションにおいては,生徒の側のマレーシ
ア語能力の低さゆえに不十分なものになってし
まいがちである｡また教師たちの間にあって
も,ひとりだけオーレ イヾで通う彼だけが教師
集団から浮き上がり,疎外される傾向にある｡

42)もっとも,この強力な明りのせいで学校は時折
｢臭虫｣の大軍に集われ,全部の明りを消さな
いではいられない事態に至ることもある｡
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に1回やってくる郵便物の整理 も,教師たち

の重要な仕事になっている｡ 村 内に も形式

的に住所の地番がつけられているが,ほとん

ど使われておらず,村宛の郵便物をマレー人

の郵便配達夫が正確に届けることは困難であ

る｡ そこで,配達夫は郵便物を一括 して学校

に預け,教師がそれを子供たちに委ねて宛先

の世帯に配ることになる｡ 郵便物の宛名には

ローマ字表記だけのものも多く,宛先が特定

できない郵便物が少なくない｡たとえ漢字の

表記が添えられていても,村の住民全ての氏

名を教師が把撞することは困難であり,43)配

達は必ずしも正確とはいえない｡村人たちに

とってはローマ字アルファベットは無縁であ

り,自分の身分証明書に名前がどのように

表記されているかさえ知らない者が大半であ

る｡ 自動車やオー トバイの免許をとるため

に,彼 らがどうしてもマレーシア語をならう

必要がある交通規則の教則本には,マレーシ

ア語が漢字表記されている｡44)

村人たちの存在が学校空間においては奇異

に映るように,学校の教師たちの村空間での

存在もまた尋常ではない｡このふたつの空間

を自由にわたり合えるのは,どちらの空間の

支配者でもない子供たちである｡ 学校空間の

もつ規則性は,例えば教職員たちが皆,月給

制のサラリーマンであることに も現れ る｡

日々,水揚げ高が変わる漁師や,肥育した豚

の売買に主な収入源をもつ村人たちにとって

紘,毎月一定額の給料45)をもらう教師たちの

43)村人たちの姓名のローマ字読みは便宜的で規則
性に乏しい｡基本的には漢字の潮州音読みであ
るが,ひとつの漢字に対して決まった表記法は
ない｡

44)例えば,BCrheniidisimbangjalan(不模地,
利新邦,惹蘭),JagqkqMk･kanaksckohzh(加
や,干那干郡,士苛泣),JaL2nbahaya(惹軌
苔吟牙)など｡

45)40代の校長が約1,100MS,20代から30代前半
の若い教師が400-500MS,用務員が350-400M
Sである｡
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経済生活は容易に理解できない｡学校の教師

たちと村人たちの間にあるギャップはその中

間的な存在,つまり村外の学校に学んでいる

村人の子供たちによって埋められる｡彼 らは

村の世帯に属するが,常住す るわ けで はな

く,村外の学校空間に適応しており,中国人

たちにとっての学校空間の媒介言語である北

京語やその地域で広 く使われる方言に通暁し

ている｡ たまさかの休暇に村 に帰 って くる

と,世帯空間には容易に適応できても世帯の

外で彼 らが容易に近づ くことができるのは,

む しろ世帯外の村人たちよりは学校の教師た

ちである｡休暇の間にはこうした若者たちが

三々五々学校を訪れては,しばらくの会話を

楽 しんで帰っていく｡

ⅠⅤ 村空間の非周期的位相変化

- 擾乱要素

村の社会空間は周期的な位相変化をする一

方で,また非周期的な位相変化 もする｡非周

期的な位相変化は大きく分けて3種類ある｡

第 1に通過儀礼的なものであり,第 2に異常

事-の対応,第 3には異質な要素の村への混

入によって引き起こされる｡

i)通過儀礼

通過儀礼が村の社会空間に及ぼす影響は甚

だ大きい｡なぜならば,通過儀礼こそは社会

位相空間の重要な担い手である村人の特性そ

のものを変えてしま うか らで ある｡ 当然,

個々人の特性の変化に対応して,社会関係も

行動様式もともに変化を余儀なくされる｡ま

た通過儀礼の時には,こうした急激な変化の

緩衝帯として,一時的に村人たちに共有され

る特殊な社会空間が形成されることも重要な

点である｡

葬式は通過儀礼の中で最も大きな意味をも

っている｡村人の死はまさに村空間の構成員

の変化を意味 し,村人は死を契機にこの世の

生ける村人からあの世の祖先へと十分に様式

化された ｢別れの過程｣を通 して特性を変化

させる｡46) 村は村人の死により非日常的な社

会空間へと変化 し,墓地での葬儀をおえるま

で日常的な社会空間-は復帰 しない｡また,

死者を出した世帯では非日常的な空間が100

日目の服喪明けまで続き,この間はずっと日

常活動に戻った村空間の中にあって,極めて

特異な世帯空間としてある｡

結婚式は葬式につぐ重要性をもっている｡

しかしながら,そのもつ意味は世帯内におい

て大きく,はかの世帯の村人たちに与える影

響は葬式ほど大きくはない｡つまり,葬式が

村空間全体に大きな衝撃を与 え るのに対 し

て,結婚式は村空間のある特定の部分にしか

影響を及ぼさない｡このことは,葬式-の参

列がどの世帯にとっても必須であるのに対 し

て,結婚式の宴-の参加は選択的であること

からもうかがえる｡結婚式を催す世帯にとっ

ては,結婚は世帯空間の新たな編成を起こさ

ずにはいられない｡つまり新婚のカップルの

寝室を彼 ら専用の空間として世帯内に創出し

なくてはならない｡新郎 ･新婦はこの寝室を

拠点として,世帯内での活動を行うことにな

る｡

村人の出産は新たな村の構成員の誕生を意

味する｡従 って,そのもつ意義は決 して小さ

くない｡その世帯にとっては,特に子供が男

の子である場合,将来にわたっての貴重な財

産であり,世帯を通 して継承される文化伝統

の重要な担い手となることが期待される｡ し

かしながら,子の誕生が村空間の中において

もつ意味は結婚式よりさらに小さく,わずか

に親族や近隣の間で祝われるばかりである｡

む しろ村空間にとってより大きな意味をもつ

誕生とは老人の生誕を祝う集いであり,こう

46)S村における葬式の詳細は川崎 [1985a]を参
鳳のこと｡
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した催 しは本来の誕生日にこだわらず,1年

に1度適宜催され,親族や友人 ･知人を招い

て,その主催者である老人の息子の社会的な

影響力と,そのインフォーマルな集団の結束

力を世帯の内外に印象づける｡47)

ii)異常事

通過儀礼が予期され,準備される性格を強

くもつのに対 して,異常事はそれが自然発生

的なものであれ,人為的なものであれ,突発

的であるのが特徴である｡このような異常事

に村人たちは積極果敢に対応する｡

村が辺境に位置しており,利便性に恵まれ

ていないがゆえに,自然の気象変化によって

大きな影響を受けやすい｡ちょっとした風や

雨でさえ,漁民たちの出漁を見合わさせる原

因になりかねない｡海べりにあるこの村の悩

みのひとつは潮水の高額である0年にいく度

か (特に春分 ･秋分の前後)異常に潮位の高

くなる時があり,そんな時にはこの村は海水

でおおわれてしまう｡ この塩害のおかげで村

の土地には稲が育たず,わずかに植え られ

る野菜類の生育もはかばかしくないことが多

い｡道路は至るところでくずれ,この異常な

潮位を楽 しむのは,臨時のプールとなった家

の周りで泳ぐ子供たちだけである｡ ちょっと

した大雨もまた,この村をすぐに水びたしに

してしまう｡障ったが最後,平坦な この村

の中ではどこにも水の流れるところはなく,

2,3日永びたしのままでいることも珍 しく

はないのである｡そのために道路はある程度

周りの土地よりも高くされているが,くずれ

やすい赤土が粘土状の土台に乗せられている

だけなので,年中まともには通行できない状

態になってしまう｡

村の生癌はふだんは平穏にすぎていくが,

47)この種の催しに最も頻繁につくられるのが,ス
チーム･ポートと呼ばれる水炊き風の鍋物であ
り,長命を象徴する麺が最後に食べられる｡
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水不足がまたある意味で村を活気づける｡水

道管は ｢港口｣地区の家々にも敷かれている

が,慢性の水不足に悩むこの村では,水道管

から水の出る家は ｢巴内｣と新開地の地区の

住民にかぎられている｡｢港口｣に住む者た

ちはふだん使う水のほとんど全てを天水に頼

っている｡ 少 しでも日照りが続くと,彼らの

家の水がめはたちまち底をつ き,｢港口｣の

人々は親族,姻戚などを頼りに,もらい水に

走らなければならない｡村の中を水桶を積ん

で走るオートバイや,水浴びや洗濯に｢巴内｣
に行く人々が始終村の中を往来する｡ あまり

に水不足が深刻な時にはスンガイ･ブサルの

町から給水車が来ることもあるが,その効果

は少なく,結局は天の恵みに頼らざるを得な

い｡

人的な過失が原因の事故もまた,村空間に

大きな衝撃を与え,村人たちに迅速な対応を

迫る｡ 最も村人たちに恐れられているのは火

事である｡ 村の魚商たちはそれぞれディーゼ

ル油のタンクをもち,もしこれらのタンクに

引火 したら,それこそ村中が火の海になるこ

とは誰でもがよく承知していることである｡

筆者の滞在中にはわずかにボヤが2件あった

だけであるが,村人たちの反応の早さには驚

くばかりであった｡48)実際この村には火事の

48)1度は夜中筆者が填ている時に起こった｡何ご
とか人 の々集まるざわめきがして,それは異様
に大きく何か事件が起こったと感じさせるに十
分なほどであった｡筆者が学校の宿舎を起き出
して,門のところまで行くと,何と村人たちが
手に手にバケツをもって列をなしている｡幸い
火炎はすぐに消されて何ごともなかったのだ
が,人 の々興奮はまださめやらず,声高に火事
のようすを話している.2度目はもっと劇的な
場面であった｡ちょうど｢法師公｣の潮州劇を
上演している時,筆者は舞台の横の喫茶店で村
人たちと夜食をとっていたのだが,突魚｢大火｣
と叫ぶ声が聞こえる｡筆者と同じテーブルにい
た連中は声が聞こえるか聞こえないかのうちに
もう駆け出して,橋の向こう岸に向かって突進
していった｡それは10人や20人などというもの
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ための防災組織など何もできてはいないのだ

が,人々の防火意識はこの村を守るために一

致団結するようにできている｡日ごろは仲の

よくない連中もこの時ばかりは協力 し,みご

となチームワークがとれている｡ 筆者にはこ

の防火意識が村のまとまりに役だっていると

さえ感 じられたほどだった｡また,正規の免

許をもたない多 くの漁民たちにとっては,本

来 自分たちを守って くれるはずの ｢海警｣ も

出漁を断念させる原因となったり,さらに最

悪の場合には海上で享捕され,裁判にかけら

れたうえで罰金まで払わされるはめにあうこ

ともある｡

異常時とは日常と異なるある状況の出現で

あり,それは必ず しも村人たちに不利益ばか

りをもた らす ものではな い｡ 非 日常 の出現

は,言い換えるとある種の状況の落差が創出

されたことを意味 し,この落差こそは商売と

いう価値の違いを儲けという値千金のものに

変換する行為にとって不可欠なのである｡ 村

人たちは誰でもが小さいころから,この状況

の落差を金儲けにうまく利用する法,つまり

商売感覚を身につけている｡ 村人たちの金儲

けに対する熱意はいろいろな ところに現 れ

る｡ 例えば,かたつむりの値段がよい (1斤

30セント)という話が伝われば,それこそ村

中 ｢かたつむり熱｣に浮かされる｡バケツを

もってかたつむりを探すのは子供たちばかり

ではな く,大の男や家庭の主婦までも巻きこ

んで,村の中から,よりプッシュの奥へ,よ

り遠 くへとかたつむりを求めて稼ぎ出す｡こ

うしたことに対する村人たちの熱意はすさま

じく,それこそ金儲けの手段を知っていて,

ではなく,それこそ怒涛のように一群が駆け抜
けていった｡筆者は呆然として事態の成行きを
見守ったが,5分もしないうちに何人かは帰っ
てきて,火はすぐに消しとめられたことを報告
した｡喫茶店に戻った村人たちは,もはや夜食
の続きどころではなく,興奮しながら火事のこ
とを話し続けていた｡

それをしないのはバカだと思われても仕方の

ないことなのである｡彼 らにとっては稼 ぐ額

が問題なのではなくて,稼げる時には何とし

てでも稼 ぐという精神が問題なのである｡ 村

人たちはまた商人でな くて も随時一時的な商

売をはじめる｡例えば,サ トウキビの茎を売

り歩いたり, トウモロコシを売ることは,安

く大量に手にはいり,儲けが期待される場合

には容易に企て られ,実行される｡小学校の

軽食堂にたまたま働 く者がなく,しばらくの

間一時的に閉鎖するという話を子供から聞け

ば,す ぐに学校近 くの雑貨店では,こうした

学校の子供たちを目あてにホットケーキを焼

いて,道端で売 りはじめる｡ もちろん,学校

の軽食堂が再開されるまでの一時的な商売だ

が,こうしたことにためらいはな く,そのや

り方に対 して誰も文句をいわずに,儲かれば

｢あいつは賢い｣という評価が,損をすれば

｢たい した商売ではなかった｣という評価が

くだされる｡

iii)異質な要素の混入

異質な要素の混入については,この村のも

つ文化的な同質性が背景となる｡ 村人の95パ

ーセント以上が潮州人であり,中国本土の広

東省澄海豚金砂郷 ･外砂郷という極めて狭い

地域の出身者およびその子孫からなるこの村

では,異質なものの混入に対 して過敏な反応

を示す｡ここでいう異質なものとは,よそ者

潮州人,非潮州系中国人,マレー人,インド

人などに分類できる｡

よそ者潮州人,つまり村外の潮州人が村に

やって くることは決 して多 くない｡最 も頻繁

にやって くるのは,かつて村に住んでいて,

いまは村外に移り住んでいる潮州人たちであ

る｡彼 らは村に親族や知人 ･友人をもつこと

が多く,村人たちも彼 らをほとんど常住の村

人同様に扱う｡ このような ｢もと村人｣でな

いようなカテゴリーには,近隣の潮州人漁村
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の住民や近 くの町の住民たちがはいる｡ 彼 ら

が村にやって くるのは,友人 ･知人の結婚式

や老人の誕生日に客として招かれるか,ある

いは葬式の弔問に訪れる時を除いては,｢童

子爺｣廟の生誕条の時に村にやってくるぐら

いしか機会はない｡こうした時には世帯空間

や村空間は外に開かれており,その開かれた

窓口からよそ者たちも村に迎え入れられるの

である｡ こうした非日常の場を除くと,商売

で村に出入りする者のはかには,よそ者潮州

人が村にやってくる機会は驚 くほど少ない｡

そのまれな例外は,バスケットボールの試合

をLにやってくる近隣の潮州人漁村や町の若

者たちである｡ バスケ ットボール ･ゲームは

この村で特殊な地位をもっている｡ ひとつに

は村の選抜代表チームがかつてあり,いまも

そのユニフォームとかつての選手たちが残っ

ていることであり,もうひとつにはバスケッ

トボール ･ゲームがこの村にかぎらず中国人

たちの間で盛んに行われる競技で,どの村の

小学校にも立派なコー トがあり,はかの村の

代表チームが親善試合にやって くるという点

である. バスケットボールの試合は,唯一こ

の村の者が演 じる娯楽である｡49)学校のバス

ケット･コ- トには明りがつけられ,コー ト

の周りのベンチには50人以上の村人たちが座

る｡ レフリー役の合図で試合がはじまると盛

んに声援が送 られ,真剣に勝敗が争われる｡

潮州語のメロディーが充満 しているこの村

に,非潮州系の中国人がやって くることは容

易ではない｡婚入 してくる若い女性は例外的

で,比較的多くの非潮州系中国人が結婚を機

に村の世帯に組みこまれる｡ 彼女たちは世帯

外に出ることは少なく,世帯空間-の第 1次

的な適応ののち,子供を生み,今度は子供を

49)以前には卓球やバドミントンなどの各種のスポ
ーツ大会への参加も活発で,また農暦新年には
｢のど自慢大会｣も開かれたというが,現在で
はそのような組織的な娯楽活動は行われない｡
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通 して世帯より大きな村空間の中のさまざま

な社会空間に適応 していく｡ もっとも男たち

に比べて家庭の主婦の活動範囲は狭 く,この

ことも彼女たちのような非潮州人の潮州語世

界への適応を容易にしているといえる｡ 婚入

して くる女性のはかには,商売人として村の

雑貨店や喫茶店と取引関係をもつ者が村にや

って くる｡しかしながら,彼 らは村人たちと

単に経済関係のみをもつだけで,その社会関

係は契約的で持続性が短 く,また非個人的で

あることが多い｡最 も村人たちと意味のある

関係をもつのは,村の支部を介 してつながる

中国人の政党,｢馬華公会｣(マレーシア中国

人協会)のさまざまなレベルの幹部たちであ

る｡ これらの非潮州系中国人とは中国人とい

う共通の経済的 ･民族的利害を基盤にして結

びついている｡言葉の壁も,村 の顔役 た ち

の多 くが北京語を話せるようになった今 日で

は,かなり薄 くなっている｡

村人たちに最 も警戒され,恐れられるのは

マレー人である｡なぜならば,マレー人は政

府 ･役人と強く結びついてイメージされてお

り,絶えず政府 ･役所からの厳 しい統制を受

けながら,その間隙を縫って経済活動をして

いる村人たちにとっては,マ レー人 自体が

彼 らの監視役のように思えるからである｡ 実

際,この村を訪れる警官,漁業局の役人たち

は決まってマレー人である｡ 警察官や漁業局

の役人たちに対する対処の仕方 は特異で あ

り,これらの異質の要素が村にいる間は,い

わば村全体に緊張状態が持続 しているとさえ

いってよいほどである｡この対応の仕方を生

体とのアナロジーで考えるならば,村という

ひとつの個体内に異質の要素である ｢抗原｣

がはいってくると,｢抗体｣となるべき村 の

顔役たちが,これらの異質の要素を補足 し,

生体内のはかの部分,つまり村人たちに影響

をなるべ く与えないように,体外つまり村外

に導き出すのである｡ この抗原一抗体関係は
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また,抗体である顔役たちが頻繁に村外に出

ていき,抗原との間にある程度親密な関係を

つ くることによって維持 ･強化される｡この

関係はまた,村民が村外において何 らかの ト

ラブル,例えば ｢海警｣ に享捕 された時 に

も,その村人を守るために活用される｡ もち

ろん,その場合に抗体となるのは,当該の村

人と深い結びつきをもつ顔役である｡ 逆に村

人たちの労働者として雇われるマレー人,イ

ンド人に対 しての警戒心は緩められ,村人た

ちが考えることはいかに安 く彼 らを働かせる

かということだけになる｡最 も下層の肉体労

働者として使われるインド人との関係は極め

て契約的であり,そこには私的な感情のはい

る余地は全 くない｡

お わ り に

社会は時に,あたかもそれが無機物質の集

まりであるかのように,システム論的にも分

析可能である｡ しか し,社会が何よりも物質

システムと異なるのは,その構成要素が常に

発展性を内包 し変化 し続ける生命体の人間で

ある点にある｡社会には人間のもつ生のダイ

ナミズムがより複雑化され重層化された形で

現れる｡ 本稿で試みた社会位相空間論とは,

人間社会のもっこの律動的な側面をひとつの

村を通 して考察 したことにはかならない｡

人間の生命が神秘的であるように,社会の

起源 もまた謎に包まれている｡ われわれ人間

がどこか ら来てどこに行 くのか,自分自身の

知覚のうちに十分には認識できないように,

社会の発展形態の将来 もその起源とともに不

確かである｡われわれ人間 には瞬 間,瞬 間

の,いまという現在を意識的に生 きるという

ほかには術がないように,社会に対する態度

もわれわれのとらえられる社会の実相を現在

という瞬間で認識 し,知りえるかぎりの過去

を将来に投影 しなが ら,個 々人としての決定

をなすほかには選択の余地がない｡

村の中でひとり,村人たちのつ くり出す社

会空間から独立的な存在で い よ うと努 めた

が,ついには否応な く巻 きこまれ,村を離れ

て 3年あまりにもなるいまでさえ,村人たち

からの無言の吸引力を感 じないではいられな

い｡1985年11月 8日に村人たちと筆者自身の

明日の社会空間を心に思い描きなが ら,今 日

の 1日をおわ りたい｡

<付記>本稿のイメージの原形は,1984年12月に若

手中国関係研究者の "秘密結社"｢仙人の会｣月例

会で発表し,またさらに焦点を絞って1985年3月に

京都大学東南アジア研究センターで開かれたセミナ

ー ｢民族誌の方法をめぐって｣で発表した｡このふ

たつの研究会で参加者の皆様からいただいた貴重な

コメントは,原形イメージを文章として定着させる

にあたって大変役にたつものであった｡あらためて

心から感謝する次第である｡

資料 Ⅰ ｢童子爺｣生誕祭のあらまし

辛酉年 (1981年)の ｢童子爺｣生誕祭の概略は,

以下の通りである｡

｢童子爺｣生誕の日,四月二十八日の1週間はど

前から,世話役たちによって廟の内部はていねいに

掃除される｡炉にさきったままの線香の燃えさしは

とり除かれ,ほこりをかぶった各種の神像は磨かれ

る｡｢戯台｣(舞台)50)の前には板をはった簡便な座

席がとりつけられる｡その座席の周りを囲うように

50)潮州劇の舞台は次のような構図をもっている｡

舞台から観覧席に向かって右手に ｢鼓｣,｢鋳｣,
｢鐘｣,｢板｣などの楽器の演奏者,左手に｢胡｣,
｢琴｣,｢卿机｣,｢笛｣などの楽器の演奏者が座
り,その槙には照明や幕の上げ下げを操作する
者がいる｡舞台の奥には背景用の布がいく枚も

つり下がっている｡この背景の左手奥には合唱
をする者が数人いる｡そして舞台の裏手には,

それぞれの役者ごとに化粧台 (衣装箱の上に鏡
と化粧道具のはいっている小箱を乗せたもの)

がいくつも並べられる｡一番奥には劇団の神が
小さな祭壇に祭られている｡役者は舞台の左手
から奥にはいり,化粧や衣装替えをして,右手
からまた舞台-と出ていく｡
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して ｢亜答｣(atab,ヤシ科の植物の某を乾燥 させ

たもの)屋根を葺いた小屋が7,8棟たてられる｡

四月二十五,朝 7時すぎオートバイの背に乗った

村人が ドラを鳴らしながら学校の前を横切 る｡｢皐

督公｣と ｢将軍爺｣の香炉がこのオートバイによっ

て運ばれ,｢戯台｣に対するように ｢童子命｣廟の

前につくられた,ふたつの仮設の ｢亜答｣屋板葺き

の小屋にそなえつけられる｡｢童子希｣廟の前には

供物用のテーブルがおかれ,その横 (廟に向かって

右手)に ｢天公亭｣と書かれた耗製の家がおかれ,

子供の背丈ほどもある太い線香が3本大地にたてら

れ,もうもうと煙をあげている｡さらに観客席と廟

の間には7,8メートルはどの高さの旗ざお (木の

枝)が4本たてられている｡51)午前8時すぎ,シン

ガポールからやってきた漸州劇団が,大道具 ･小道

具を満載した大型 トラック2台と団員たちを乗せた

バス1台で,村にやってくる｡トラックの 1台は

｢戯台｣に横づけする前に軟弱な地盤にタイヤをと

られて立往生し,仕方なく村人たちが道具を次から

吹-と ｢戯台｣まで運ぶ｡午後2時すぎ,さっそく

潮州劇がはじまる｡前の座席には小 さな子供たち

が,まるで農暦新年のように真新しいきれいな服を

着て,みている｡大人たちは周りの出店や｢童子命｣

廟にたまっている｡出店を出しているのは村人ばか

りでなく,村外の者もいる｡また劇団も店を広げ,

漢方薬などを売っている｡昼すぎ,女性のいく人か

はもう ｢童子命｣廟に参拝している｡夜になっても

拝む人はいるが,男性は少ない｡ただし皆,線香で

拝むのみで,供物はささげない｡夜の劇をみに繰り

出した人出は昼間よりずっと多い｡

四月二十六一二十七,連日,潮州劇が演 じられ,

｢童子希｣廟に参拝する人は多い｡若者たちも線香

をもって慣れないようすで拝んでいる｡上席である

前の方の席には,おばあさんや中年の女性が目だ

つO町と村の間をオートバイが頻繁に往復し,久し

振りに村に帰ってくる若者,また他の村や町から潮

州劇をみにくる人々で村は賑やかだ〇

四月二十八,朝 8時すぎにはもう ｢童子爺｣廟に

参拝の人が多い｡廟のベランダにはオスの豚と羊が

51)｢元師帯｣,｢虞滞尊正｣,｢童子仙師｣と黄色い

布に赤字で書かれている｡1本は旗ざおだけで
あった｡

SO

1頭ずつおかれている｡両方の口にはオレンジがく

わえさせられている｡腹が裂かれ,内膿がぶらさが

っている｡今日はこれまでとは違い,供物をもって

参拝Lにきている｡供物は毎月,初-と十五に各廟

に参拝する時のものと変わらないが,量はずいぶん

と多い｡夫婦ふたりで来る者も多いが,ふたりでは

もち切れずに,数人で龍をさげてくるか,あるいは

棒に供物のはいった大きな龍をかけて担いでくる者

たちもいる｡参拝はやはり女が多い｡

午前8時すぎ,十数年前から ｢童子爺｣廟の霊媒

(tanghl)になっている ｢瑞｣(すでに漁夫を引退

している50代の村人)の トランスがはじまる｡上半

身裸体,半ズボン姿の ｢瑞｣が ｢童子爺｣廟に駆け

こんでくる｡この時にドラと太鼓が激 しく鳴 らさ

れ,｢瑞｣の興奮状態はそれにつれて高まる｡あま

りに興奮状態が続くので,｢祥｣がドラと太鼓を一

時やめさせる｡それでも引き続きトランスの状態は

続いていて,それを押えるようにして赤い頭巾,上

着,ズボンを周りの者が着せる｡この間にも ｢瑞｣

は何かブツブツといっているが,聞きとれない｡着

替えおわると同時に祭壇にそなえてあった生米を周

りにいたひとりの者があたりに振り放く くこれをみ

ているのは男たち7,8人)｡このあとか ら ｢瑞｣

は始終言葉を吐き続け,それを周りの者が必死に聞

きとる｡祭壇に飾ってあった旗と刀をひとつずつも

ってきて,｢瑞｣にもたせる｡｢瑞｣は以降ずっと左

手でこれをもち,肩に担いでいる｡｢瑞｣が右手で

｢茶杯｣を割り,その破片で舌に傷をつけ,その血

を黄色い紙に塗りつける｡かなりの枚数となるoこ

の紙はあとで各世帯に配られ,それぞれの家の戸口

にはられる｡さらに ｢瑞｣は言葉を吐き続けて,そ

れを周りの者が紙に書きつけている｡何か物をもっ

てこいというようなことをいうらしく,周りの者が

走ってそれをとってくる｡ トランスの状態のおわり

を告げるように机を激しく2,3度叩き,大きく息

を吐く｡それをみて周りの者が刀と旗をとり,服を

脱がせる｡ トランスのおわった ｢瑞｣は水を飲み干

す｡

午後2時すぎ,また ｢瑞｣の トランスがは じま

る｡午前中と同じ姿の ｢瑞｣が祭壇の横にたち,眼

をつぶって何かブツブツと呪文のように唱えてい

る｡外では太鼓とドラが鳴らされているが,午前と
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違って子供たちが叩いている｡それでもしばらくし

て トランスの状態にはいる｡午前中と同様に赤い服

を着せる｡米と水を周りの者があたりに振り撒く｡

刀と旗が1本ずつ ｢瑞｣にわたされる｡｢瑞｣が言

葉を吐きはじめ,周りの者が聞きとろうとするが,

なかなか通 じない｡午前中の ｢通訳｣であ った

｢浩｣,｢昌｣たちは紙銭を燃やしにいっており,こ

の場にいない｡ほかの者たちが何とか聞きとろうと

するが手に負えず,年寄りの女性に助けを求める｡

しかし,それもなかなかうまくは通 じない｡コミュ

ニケーションにだいぶ手間どる｡周りの者が何度か

確かめるようにして聞きなおしている｡これをみて

いる観衆の数は午前中の時よりもずっと多く,老若

男女を問わず,4,50人がとり囲んでみている｡途

中,潮州劇団の俳優が ｢童子爺｣に参拝にくるが,

｢瑞｣の トランス状態が続いていて結局祭壇のそば

には近づけず,少 し離れたところから拝んでいる｡

右手で ｢茶杯｣を割り,その破片で舌に傷をつけ,

その舌から出る血を使い午前中と同じように黄色い

紙に赤く塗りつけている｡そのあとで今度は小筆を

もってこさせ,朱色の墨汁で何か字を書 く｡書いた

あと,それをなめ,周りの者にわたす｡それは今度

は ｢潮｣の母親にわたされる｡彼女はその2枚の紙

をどこかにもっていった｡｢瑞｣は何か言葉を吐き

続けるが,周りの者は聞いているばかりである｡午

前中と同様に机を2,3度強く叩き, トランス状態

から正常の状態に戻る｡旗と刀をとり,服を脱がせ

る｡

夜7時すぎ,｢戯台｣では相変らず潮州劇が演 じ

られている｡ただ,雨が降り出したので,観衆は

普,屋根のある前半分の座席に移動 し,男たちは

｢童子爺｣廟の中に15,6人たまっている｡｢卜占｣

(poe と呼ばれるふたつひと組の木を使ってする占

い)で来年の世話役を決めている｡廟の横の壁には

潮州劇の寄付金の一覧表が赤地の紙に黒字で書かれ

ている｡村外の者の名前もみえる｡

四月二十九一五月初二,この間ずっと昼 ･夜の公

演が行われる｡五月二日の晩,最後の興行がおわる

と,潮州劇団の一行は次の目的地であ る要項高原

(GentingHighland)-向けて旅だっていった｡

五月初三,｢皐督公｣,｢将軍爺｣の香炉が もとの

廟に戻され,仮設小屋も出店の小屋と同様,片づけ

られる｡

資料ⅠⅠ 村の廟のあらまし

村の廟を ｢享督公｣から子細に観察してみよう｡

｢港口｣左岸,海岸にはど近いブッシュの中にある

｢章督公｣の建物には,赤地に黒く右から左に ｢那

噂公｣(音は ｢享督公｣と同じ)と書かれている｡

ベランダの上には,木製の飾りがつけられ,そこに

もやはり,右から左に ｢那嘩公｣の文字が木 に細

工されている｡建物の真向かいにはコンクリート製

の ｢天恩公｣の台がしっらえてあり,その廟に向か

って右横には鍋のような形をした大きなカマドがお

かれている｡建物の入口の両脇の ｢双聯｣には向か

って右に ｢章管梅中捕魚軒｣,左に ｢督偶盈船回廊｣

と赤地の板に黒く書かれている｡内部には一番奥に

香炉のおかれている背の高い台,その前に大きなテ

ーブル,さらにその前により小さなテーブルがおか

れている｡小さなテーブルの前には ｢八仙と獅子｣

をかたどった幕がつけられ,台の上にはろうそくた

てと ｢卜占｣のための木がおかれる｡大きなテーブ

ルには燈明,さびついた剣4本,線香たてがおかれ

る｡奥の台には向かって左から順 に無名の香炉,

｢章督公｣と書かれた香炉,無名の香炉,｢章督公｣

と書かれた香炉ふたつの計五つの香炉がおかれてあ

り,その右横には花瓶がある｡各香炉には ｢金花｣

がひとつないしふたつささっている｡この台の上に

幕があり,それには ｢漁業順利出入平安｣,｢答謝神

恩｣,｢善男善女答謝｣と書かれてある｡

｢童子爺｣廟は新開地 Ⅰと新開地 Ⅰにはさまれた

場所にある｡建物は左右の側室と中央の大きな部屋

からなる｡建物に対するようにして線香たての台

(｢天恩公｣,｢合港平安｣と右から左に大き く書か

れている)と,建物に向かって右手にレンガづくり

の炉 (紙銭を燃やすためのもの)がある｡正面には

入口の上に ｢合龍宮｣と書かれた額があり,｢双聯｣

には右手に ｢金口不断千年人｣(口は判読不能な文

辛,以下同じ),左手に ｢玉蓋常寓歳燈｣と書かれ

てある｡また,右側の側室には入口の上に ｢威褒寓

載｣の額,右手の ｢双聯｣に ｢ロロロロ地変人傑｣,

左手に ｢神功浩蕩物□民康｣と書かれている｡左側

の側室には額が ｢顕耀千古｣,右手の ｢双聯｣に｢震

古口今臨下□赫赫｣,左手に ｢推仁錫福忘我無彊｣
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とある｡主室の奥には一番上に ｢八仙｣の像が描か

れ,その下に黒地に金文字で四つの板が次のように

掲げられている｡｢錫港民以福口永獲盈豊｣,｢神通

贋大救高氏｣,｢威蜜顕赫□□□□｣,｢通四海之財源

普口舌慶｣.中央には ｢ノし仙｣の幕がはられ,その

下の台にはさまざまな神像がおかれているが,ほこ

りまみれで,壊れたまま放置されているものもあ

る｡この前には香炉のおかれている台があり,七つ

の香炉がある｡中央のテーブルには剣が五ったてら

れ,｢七星燈｣がふたつ,燈明, ろうそくたて,線

香たてなどがある｡さらに小さなテーブルがふたつ

あり,ろうそくたてや ♪oeがおかれ,一番前のテ

ーブルには ｢八仙と獅子｣の幕がはられている｡中

央右横には床に小さな香炉がおかれ,その前にはろ

うそくたてが左右にふたったてられている｡

｢将軍爺｣廟は ｢港口｣左岸の東端にあり,三つ

の村の廟の中で最もみすぼらしい｡道路から小屋ま

では細い板が杭の上にわたしてある｡小屋の前にカ

マドがおかれ,その奥に向かって右から左に三つの

旗が ｢三将軍勅令｣,｢大将軍勅令｣,｢二将軍勅令｣

という言葉が書かれて並べられている｡建物奥の正

面には ｢参将軍座鎮｣(ただし将軍の文字は特殊な

合わせ文字)という布がは られ,向かって右手に

｢漠高祖恩賜将軍｣,左手 に ｢秦□公勅封五遣｣と

書かれた板がある｡その下には白地に ｢合境平安｣

と書かれた台があり,簡単な線香の入れ物がおかれ

る｡大きなテーブルにはろうそ くたてや ♪〇gがあ

る｡

｢法師公｣は他の廟とは異なり,普通の民家を廟

に改造したものであり,客間にあたる部分に祭壇を

しっらえ,そこにさまざまな神像をおき,前庭に航

銭を燃やすための炉と3階だての塔をつ くってい

る｡
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